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『その ため に
， あなた の腰 か ら出た者 は書 き記 す。 ま

たユダの腰 か ら出た者 も書 き記 す。 そ して， あなた の腰

か ら出た者 が書 き記す もの と， ユダ の腰 か ら出た者 が書

き記 す もの は一 つ に合 わ され て，偽 りの教義 を打 ち破 り，

争 い を鎮 め， あなた の腰 か ら出た者 の中 に平和 を確 立 し，

また末 日に先祖 につ いての知識 を彼 らに与 え， そ してま

た ，わ た しの聖 約 につ いて も知 らせ る。』 主 は そ う言わ

れ る。

『その聖見 者 の名 はわ た しにち なんで付 け られ
， また

その名 は彼 の父 の名 を取 って付 けられ る。 そして， 彼 は

わ た しの ようであ る。主 が彼 の手 によ り，主の力 に よっ

て もた らされ る ものが， わた しの民 を救 い に至 らせ るか

らであ る。』」(2ニ ー ファイ3：6，12，15)

『モ ルモ ン書』 の翻訳 の過 程 は
， ジ ョセ ブ ・ス.ミス に

とって教育 の場 で した。 主か ら召 しを受 けた とき， ジ ョ

セ ブは年 若 く，学 問 もな く， この世 の標準 か らすれ ば無

知で まった く平凡 な人物 で した。 もちろん これ は，パ ウ

ロが聖 文 の中 で述 べ て い る方式 に合 致 す る もの です 。

「それ だの に神 は
，知者 をはず か しめ るた め に， この世

の愚か な者 を選 び，強 い者 をはず か しめるため に， この

世 の弱 い者 を選 …… ばれ たので ある。」(1コ リン ト1：
しもべ

27)ブ リガム ・ヤング大管長 は，主の僕 として働 く人々

に欠かすことのできない資質 について次のように述べて

います。「生来の判断力 は備 えているものの，ほかには
けんそん

忠実 さ と謙遜 さだけが とりえで，知識 と力 は主 に願 い求

め るしか ない とい う人 が いた ら， ……わた しは学問 のあ

る人 よ りもその ような人 の方 を取 る。」(G朋 磁1C伽%腕

44伽'6s，1839一 ヱ877『 教 会 一 般 事 項 議 事 録 ，1839-

1877』1859年10月23日 付 け，p.2)

と は いえ，謙 遜で学 問が な く，何 で も受 け入 れ よ うと

い う姿 勢 の人 に も教 師 は必 要 で す し， 自分 へ の神 の
み こころ

御 心 を知 るた めの手段 も持 っていな けれ ばな りませ ん。

ジ ョセ ブ ・ス ミス の場合 に も， この ことが当 ては ま りま
み たま

す。 ジ ョセ ブ に とって は，御 霊が 教師 で あ り， 『モルモ

ン書』 の翻 訳 が授業 で した。 ニ ュー ヨー ク州 出身 の この

学 問の ない若者 は， 『モ ルモ ン書』 の翻訳 の過 程 を通 し

て， 回復 の預言 者 としての召 しに欠か す こ とので きない

事柄 を.教わ って いった ので す。 『モルモ ン書』 が 「わた

したちの宗教 のか なめ石 」(7初o屠 πgsげ 魏6.Pγo卿 σ

力∫励S彫 励 『預言者ジョセブ ・ス ミスの教 え』p.194)

であるように，「翻訳の過程 は預言者ジ ョセブ ・ス ミス

の教育のかなめ石」でした(ロ ン ・エスプリン，著者へ

の私信より，1987年6月2日 付 け)。

『モルモン書』は預言者 ジョセ フにとって
，福音 の教

義を理解 し，回復 における自身の役割 を知 るうえで中心

的な存在でした。確かに最初の示現は，少年 ジョセフに

自らめ特別な責任について知 らせるもので したが，それ

を完全 に理解す ることができたのは，唯一 『モルモ ン

書』の翻訳を通してでした。 ジョセフの預言者 としての

務めは，4年 の歳 月をかけて明らかにされていきます。

それまでの問，彼は 『モルモン書』の版 を受け取ること

さえで きませんでした。 『モルモン書』 を翻訳す るとい

う務めに対 して確認が与 えられたのは，恐 らく版 を受け

取って，その記録 を今の時代の人々に伝 えよと命 じられ

た後だったで しょう。

主 は若 きジョセブにこう言われ ました。「あなたは版
たまもの

を翻訳する賜物 を持っている。 これは，わた しがあなた

に授 けた最初の賜物である。そしてわた しは， これに

よってわたしの目的が達せられるまで，ほかの賜物 を求

めてはならないと命 じた。 これが終わるまで，わたしは

あなたにほかの賜物 を授 けないからである。」(教 義 と聖

約5：4)主 は，翻訳する賜物はそれ自体 は筆紙に尽 く

し難い重要な賜物ではあるものの，ジョセフに授 けられ

る賜物のうちの最初の ものにすぎず，翻訳が完成 した暁

にはほかの賜物や務 めを続いて授 ける， と明言されたの

です。

こうしてジ ョセフ ・ス ミスは，『モルモン書』の翻訳

と出版を終 えた後に預言者 としての数々の使命 を託 され

ますが，興味深いのはその速 さです。神権の権能 と福音

の教義の多 くは，翻 訳中に回復 されました。翻訳が完了

す ると，時を待たずして最初の宣教師が派遣 され，教会

が設立され ました。 この ことか ら得 られ る結論 は，『モ
がいとう

ルモン書』はジョセブ ・ス ミスの預言者の外套 を織 るた

めに，また時満ちる神権時代の回復の基礎を築 くために

必要であったとい うことです。

若 きジ ョセブ ・ス ミスは， 『モルモン書』 を世 に出す'

過程で，回復の預言者 となるために学ばなければならな

い ことを一つ一つ身に付 けていきました。 しかし」翻訳

聖徒の道/1996年2月 号



『モルモン書』の翻訳の過程は，ジ ョセ ブ ・スミスに

とって教育の場で した。バプテスマについてさらに深い

知識を求めたジョセブ ・スミスとオ リバー ・カウ ドリの

もとをバプテスマの ヨハネが訪れ，福音の基本的な儀式

である水に沈めるバプテスマを互いに施し合うように教

えました。

を終 えた後 も，ほかの務めや経験を通してジ ョセ ブへの

教育 は続きました。 こうして，ジョセブの自らの務めに

対す る理解の心が大 きく開かれていきました。確か に

ジョセブは，カー トランド神殿 の奉献 と，教義 と聖約第

110章 に記 された示現 を通 して，多 くを学 んだ こ とで

しょう。 しかしなが ら，『モルモン書』 にかかわる業は，

主の業 を前進 させ るために欠かす ことのできない土台

だったのです。『聖書』のヤコブの手紙の中の 「あなた

がたの うち，知恵に不足 している者があれば，その人 は，

とがめもせずに惜 しみなくすべての人 に与える神に，願

い求め るが よい。そ うすれば，与 え られ るであ ろう」

(1：5)と の勧めの言葉は，救い と理解 を求めていた

ジ ョセ ブ を聖 な る森 に駆 り立 て ま した。 同様 に， 『モル

モ ン書 』の 中の，信仰，悔 い改 め， バ プテスマ について

の力 あふれ る言葉 も，神 に対 す る新 た な探 求へ とジ ョセ

フを導 きま した。 そして， その探求 は豊 かな実 を もた ら
かぎ

します。バプテスマのヨハネの訪れ，神権 とその鍵の回

復，エリヤをはじめ とする天の使いの訪れです。

わた したちは，預言者 としての ジョセ ブ ・ス ミスと

『モルモン書』に対 して， さらに大 きな攻撃が加 えられ

ることを予期 しています。サタンは回復の核心に対 して，

またわたしたちの信条に対 して攻撃 を仕掛 けてきます。

つまり，預言者 ジョセブ ・ス ミスとその神聖な使命 に対

してです。公平な物 の見方をす る人 ならだれで も，ジョ

セブ ・ス ミスが霊感 を受 けて行った業の数々が，彼 を偉

大な預言者 と称 して余 りあるものであることに同意する

のではないでしょうか。彼が完全な形で回復 した事物の

歴史的事実 について学者 たちが研究すればするほど，

ジョセフの使命の偉大 さが浮き彫 りになってきます。

わたしたちはジョセブ ・スミスに対 して，救い主 と同

等の完全さを求める必要 はありません。 ジョセブが生身

の人間であったことはかえって強さとなり，彼の信頼 性

を高めてい ます。ジョセフは自分が完全だ とは一度 も言

聖徒の道/lg96年2月 号
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ったことがありませんで した。ですか らわたしたちも，

彼が主張 しなかったことを追求 してはならないのです。

ジョセフは，自分が感情 と不完全 さを備えた一介の人間

であることを承知 しており，そのうえで，神か ら託 され

た使命を正直に果たそうとしていました。1842年10月29

日にノーブーに到着 した教会員への勧告の中で， ジョセ

ブは自分 自身をこう表現 しています。「わたしは彼 らに，
かんぺ き

自分がただの人間であり，わたしに完壁 さを求めてはな

らない と言った。もし彼 らがわたしに完壁さを期待する

ならば，彼 らにも完壁さを求めなければならない。同じ

ように，彼 らがわた しの不完全 さや幹部の兄弟たちの不

完全さに耐えて くれるなら，わたしも彼 らの不完全 さに

耐えよう。」(H蹴oη げ 疏6C肋7漉 『教会歴史』5：

181)
しっせき

主の愛にあふれた叱責 をありのままに記録 しているこ

とに見られるジョセフの完壁なまでの公平無私な心は，

彼が私心があって書 き記 しているのではない ことを物

語っています。教義 と聖約第5章21節 はその一つの例で
しもべ

す。「さて，わ た しはあなた， す なわ ちわた しの僕 ジ ョ

セ ブに命 じる。悔 い改 め てわた しの前 をさ らに まっす ぐ

に歩 み， これか らは もう人々 の説 き伏 せ に乗 る ことの な

い ように しな さい。」

人 は， ジ ョセ ブ ・ス ミスが神 の預言者 で あ り， 『モ ル
あかし

モン書』がキ リス トについての もう一つの証であること

への少なくとも初歩的な証が得 られ るまでは，改宗への

道 を確実に歩みだ した とは言 えないでしょう。 さらに言

うならば，わた したちの教会 には幾つかの絶対的な真理

があ り，教会員はこれを受 け入れ，宣教師はこれを教え

なければな りません。絶対的真理 とは次 に述べる事柄で

す。
しょくざい

1.イ エ スが キ リス トであ り，救 い主で あ り，順 罪
あがな

を通 して全人類 の賄 い主 とな られた御 方 であ るこ と。

2.神 の預言者 で あるジ ョセ ブ ・ス ミスを通 して， イ

エス ・キ リス トの福 音が完全 な形 で回復 された こ と。

3.『 モルモ ン書 』が イエス ・キ リス トについ ての も

う一つ の証 で あ るこ と。

4.ジ ョセ フ ・ス ミス以 降の すべて の大管 長が， ジョ
かぎ

セフ ・ス ミスを通 して回復 された鍵 と権能を継承してき

た こと。

5.ゴ ー ドン ・B・ ヒンク レーが現代 の世 の人 々 に対

す る預 言者，聖 見者，啓 示者 で ある こと。
み こ と ば

『モルモン書』 のメッセージは 「御言葉」 とも呼ばれ

ます。アルマは御言葉 を一つの種にたとえました。改宗

した人の心に植 えられた種は彼 らの心の中でふ くらみ，

心を広げ，理解力に光 を注ぎます(ア ルマ32=28参 照)。

御言葉 と御言葉へのわたしたちの信仰 は階段のようなも

のです。『教義 と聖約』にはこうあ ります。

「主の言葉 は真理であり， また真理で あるものはすべ
み たま

て光であり，光であるものはすべて御霊，すなわちイエ

ス ・キ リス トの御霊だか らである。

御霊 は世に来るすべての人 に光を与 え， また御霊はそ

の声を聴 く全世界のすべての人 を照 らす。』(教 義 と聖約

84：45-46)

末 日の主の業 における 『モルモン書』の重要性 は，い

かに強調 しても， しすぎることがありません。かってデ

ビッド・0・ マッケイ大管長は，1881年 に生地スコット

ランドで伝道するように召された父，デビッド・マッケ

イ監督の話 を紹介 しました。マッケイ大管長の父親は偉

大な働 きを'なし，やがてグラスゴー地区を管理するよう

にな りました。その年，イギ リスでは迫害がひどく，福

音 を教えようとする・とだれ もが背を向ける有様でした。

人々の間には，わたしたちの信仰とその起源に対 して悪

感情が起 こっていました。 ジョセブ ・ス ミスの名前 を出

すだけで，人々は敵対心をあらわにしました。そのよう

な状況にあった父親の ことを，マッケイ大管長はこう述

べてい ます。

「ある日父は，その地方の人々に近づ く最 も良い方法

は，ただ簡単な原則だけを説 くことだ と心に決めました。

主イエス ・キリス トの贈罪，それに福音の第一の原則だ

けにして，回復については証を述べない という方法です。

しか し，1か 月余 りすると陰うつでやる気のない状態に

さいなまれ，御霊 を得て業 を行 うことが不可能にな りま

した。彼 自身， どこが悪いのかは分からなかったのです

が，心にわだか まりがあるのです。気分は重苦 しくな り，

何かに抑圧 され，妨害されているような状態で した。こ

の抑圧 はそれからも取 り去 られ ることな く，父に重 くの

しかかってきました。ついに父は主の もとに行 き， こう

申 し上 げました。『この気持 ちから抜 け出せなければ，
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スのサウスシールズで伝道 していたときに同 じような経

験をしました。 こう語 っています。
「わた したちは断食 をし，求道者の心 をとらえること

せいさん

だけを話せ るようにと誠心誠意祈 り，聖餐会へ と臨みま

した。同僚がまず福音の第一の原則について話 し，次 に

わたしが背教 について話すように準備 していました。
み たま

会場は満席で，御霊に満ちていました。 まず同僚が実

に霊的な話 をし，次いでわたしが話 したのですが，それ

までに一度 も味わった ことのないような自由な気持ちで

話すことができました。 ところが席 に着いたわた しは，

背教のことには触れていないことに気づ きました。わた

しはジョセブ ・スミスについて語 り，彼の使命が神から

授けられたものであること，そして 『モルモン書』が真
あかし

実であることを証 していたのです。集会の後で教会員で

ない人が何人か来てこう言いました。『今晩わたしたち

は，あなたの教会が真実の教会であるとの証 を得，バ プ

テスマを受 ける備 えができました。』」(Eηs忽η 『エンサ

イン』1987年7月 号，pp.8-9)

かなめ石はアーチを支 える石です。かなめ石がなけれ

ばアーチは崩れてしまいます。なぜ 『モルモン書』 はわ

た した ちの宗教 のかなめ石なので しょうか。 それは，

『モルモン書』がわた したちの歴史 と神学の中心を成す

ものだからです。この神権時代の指針 となる書物なので

す。『モルモン書』の翻訳 と出版 よりも優先順位 の高い

ものはあ りませんでした。『モルモ ン書』の出版が完了

するまで，ほかのすべての事柄 は差 し止められ ました。

使徒 も召 されませんで した。教会が設立 されたのは，
『モルモン書』出版後10日 目の ことです。『モルモン書』

の出版 は伝道の業にも先駆けるもので した。教会初の宣

教師 として召 されたサ ミュエル ・ス ミスが伝道に出ると

き，『モルモン書』 を携えて行 く必要があったか らです。

『教義 と聖約』の第17章 と第20章 には，『モルモン書』が

翻訳 されて初めて，幹部 の兄弟たちが この末 日の業が神

の業であることを完全 に理解できた と書かれています。

わたしも若い宣教師の一人 として，ジ ョセブ ・ス ミス

の預言者 としての使命 と，『モルモン書』が伝道の業に

欠かせないものであることを学びました。今から半世紀

も前の ことですが， ウィリアム ・グラン ト ・バ ンガー

ター長老 とリン ・A・ ソレンセン長老， それにわたしの

3人 は， ほかの献身 的 な若人 とともに， ブラ ジル での伝

道 の業 の開拓 者 として働 き ました。 当時 の1年 間 の改 宗

者 数 はわずか3人 で した。 しか し1986年 に は， この同 じ

国で2万2，109人 が 改 宗 してい ます。 そして今 ， ブラ ジル

に は100以 上 の シオ ンのステ ー クが あ ります。バ ンガー
みわざ

ター長老 とわた しが同僚 として御業 に携わ り，最初の教

会員を誕生 させた町には，今や5つ のステークが組織 さ

れているのです。

当時 と今 とで は何が違 うので しょうか。初期のころは

なぜ それほ ど困難で，今 はこのように実 りがあるので

しょうか。その大 きな要素は，当時は聖文が 『聖書』し

かなかったか らです。『モルモ ン書』 について語 られる

とすれば，わたしたち自身のおかしな発音で述べ られた

証か らだけでした。サ ミュエル ・ス ミスの場合 と違い，

興味のある人のもとに残 してくる 『モルモン書』 はあり

ませんでした。ポル トガル語の 『モルモン書』が出版さ

れて初めて，偉大な改宗の刈 り入れが訪れたのです。主

は，「彼 らが悔い改めて，新 しい聖約，すなわち 『モル

モ ン書』」(教 義 と聖約84：57)を 思い起 こさなければ，

この時代の人々は罪に定 められると断言 されました。

教義 と聖約第135章 でジョン ・テーラー長老は，1844

年6月27日 にイ リノイ州カーセージで起 きた預言者ジョ

セブ ・ス ミスと大祝福師ハイラム ・スミスの殉教 につい

て次の ように記 しています。「主の預言者であ り聖見者

であるジョセブ ・スミスは，ただイエスは別 として， こ
た

の世 に生 を受 けた他 のいか な る人 よ りも， この世 の人々

の救 いのた め に多 くの こ とを成 し遂 げた。」(教 義 と聖約

135：3)

ジ ョセ ブの名 を口に して この世 を去 った実践 の賢人 ブ

リガム ・ヤ ング は こう語 りま した 。 「わ た し は ジ ョセ

ブ ・ス ミスの名 を敬意 を もって ほめたた えます。わた し

はその名が 呼 ばれ る こ とを好 み， その名 を愛 します。 ま

た， ジ ョセ ブの語 った教 えを愛 してい ます。 ……わ た し

は， 主が お立 て になった預言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を知 る

ことがで きた こ とを考 える と， いつ も 『ハ レルヤ』 と叫

びたい心境 に駆 られ ます。 ……わた しは堂々 とこう申 し

上 げ ます。 イエ ス ・キ リス トを除 いて， この地上 に過去

に生 を受 けた人 ， そ して今生 を受 けてい る人 の中で，彼

に勝 る人 はい な いで し ょ う。 わ た し は それ を証 し ま
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「栄光 に満ちた記録 」

『モルモン書』はよい気持ちを感 じるのに

役立つだけの書物ではあ りません。

善い人物となるのに役立つ

天の記録なのです。

ロバー ト ・L・ ミ レー

たしたちは輝か しい時代 の幕開けに立ち会ってい

わ ます。末日の預言者たちは教会 とこの世 に呼びか
けています。 この呼びかけは永遠の影響を与 えずにはお

きません。彼 らは澄みわたった，確固 とした声で，神聖
たまもの

な賜物を受 けるようにわたしたちを招いています。長年

の間，天来の賜物がわたしたちに差 し出されていました

が，受けられなかった人 もいれば，喜んで受 けようとし

なかった人 もい ます。 この天来の賜物 とは 『モルモ ン

書』のことです。

回復の教えに忠実に従 う

この偉 大 な書物 につ いて語 る とき，預言 者た ちは度々，

つ らい聖句 を引用 しま した。主 は1832年 に こう宣言 され

ま した。

「不信 仰 のた め に
， また 自分 の受 けた もの を軽 々 し く

扱 ったた めに， あ なたがた の思 い は過去 に暗 くな るこ と

が あった。

この虚栄 と不信 仰 は全教会 に罪の宣告 を招 いた。」(教

義 と聖約84：54-55)

こ こで言わ れて いる 「虚栄 と不信仰」 とは明 らか に，

神 が授 けて くだ さった もの を軽 々 しく扱 う ことを意 味 し

てい ます。 「この罪 の宣 告 は……」 と， 主 は続 けて述べ

てい らっ しゃい ます。 「シオ ンの子 ら， ま ことにすべ て

の者 の うえにあ る。

彼 らが悔 い改 めて， 新 しい聖約， すなわ ち 『モル モ ン

書 』 と， わた しが彼 らに与 えた以前 の戒 めを思 い起 こし，

そしてただ口にするだけでな く，わた しが記してきた も

のに従って行動するまで，彼 らは依然 として この罪の宣

告の下にある。」(同56-57節)

聖徒たちはこの時点ですでに， 自分たちが受けたもの

を重んじるように確実に指示を受 けていました。例 えば

シェーカー派から改宗 したばか りの リーマン ・コプ リー
しもべ

は次のように告げられました。「わたしの僕 リーマンは，

この業に聖任されなければな らない。それは彼が，彼 ら

〔彼が属 していた以前のシェーカー派の人々〕か ら受け

た ことに従ってではなく，わたしの僕であるあなたがた

より教 えられたことに従 って彼 らと論 じるためである。

その ようにす れば，わ た しは彼 を祝福 しよう。 そ うしな

けれ ば，彼 は栄 えないであ ろ う。」(教 義 と聖約49：4，

下線付加)

リーマ ン ・コプ リーは， 自分 が シェーカー派 として学

んだ事柄 の うえに立 って伝 道 す るので はな く，末 日聖徒

として学 んだ事柄 に基 づい て伝道 す る必 要が あったの で

す。 その後 の教 会歴史 に は， この原則 の持 つ力 が表れ て

い ます。パ ー リー ・P・ プラ ッ トは， ジ ョセ フ ・ス ミス

とシ ドニ ー ・リグ ドンが大勢 の会 衆 の前 で説教 した とき

の ことを記 してい ます。

ジョセブ ・スミスが自分の見た示現，『モルモン書』の
あかし

版を見いだして翻訳した経緯について証するのを聞いた

結果，フィラデルフィアとその近郊で大勢の人々がバプ

テスマを受けた。
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させ ます。「見よ，わたしはあなたがたがここに

いるかのように語っているが，あなたがた は

まだ この世 にいない。 しかし見よ，イ

エス ・キ リス トがわた しにあなたが

たを見せて くださったので，わたし

はあなたがたが行 うことを知って

いる。」(モ ルモン8：35)

ベ ンソン大管長の言葉 によれば，

記録の要約者たちは 「わたしたち

に最も役立つと思われる物語，説

教，出来事」 を選び ました。「彼

らがわしたちの時代を予見 し，わ

たしたちに最 も価値あると思われ

る事柄を選択 したのであれば，そ

れが 『モルモン書』 に対するわた

したちの研究方法 を示していない

でしょうか。わた したちは絶え

ず こう自問する必要があります。
『主はなぜモルモン(あ るいは

モロナイ，アルマ)に ， これを

記録に加 えるよう霊感されたの

だろうか。 この時代の生活 に役立

てるには， ここからどのような教 え

が学べ るだろうか。』」(『証言 と警

告』pp19-20)

聖典の中のどの書 も神の霊感 を受

けて記 されています。 しかし， 『モ

ルモン書』には独自の精神が貫かれ

ています。ベ ンソン大管長の説明

によれ ば， 『モル モ ン書』 には

「もっと多 くの ものがあります。
『モルモン書』を真剣 に研究 し始

めた瞬間から生活の中に流れ込む

力が この書物 の中にはあります。

……聖文 は 『命の言葉』(教 義 と

聖約84：85)と 呼ばれていますが，

これは 『モルモン書』にこそ最 も当て

はまるものです。 これ らの言葉に飢 え渇 く

ようにな り始めたときから，はるかに豊かに命

を見いだすよ うになるで し ょう。」(『証言 と警

『モルモン書』を，破棄 し，無視する

には， この本のために何世紀 にもわ

たってあまりにも多くの血と涙が流さ



モロナイは，記録を閉じるに際 して，こ

う宣言 している。 「わたしが偽 りを言 っ

ていないことが，あなたがたに分かる時

がすぐに来る・…・・そして，主なる神はあ

なたがたに，『わたしはあなたが たに，

死者の中から叫ぶもののように，まこと

に地の中から語るもののように， この人

が書き記 したわたしの言葉を告げなかっ

たか』と言われるであろう。」

ではありません。わたしたちは 『モルモン

書』の教えを実践する必要があるのです。

危 うい救 い

リーハイがアメ リカ大陸に到着 してか

ら何世代 にもわたって，霊感を受 けた王

や預言者たちは，民を守 るためにラバ ン

の剣を振 るってきました。この剣 は，主

の助けを受けて初めて個人や民が敵の手

か ら救い出されることを思い起 こさせて

くれ るしるしでした。それはまた，ほか

の事柄 も象徴 してい ました。聖文 を得，

それによって霊的な能力 を得 るために払

われた代価 も表 していたのです。 リーハ

イの民は自分たちの言語 と宗教上の完全
しん ちゅう

な教義を保ってい くために真 鍮の版 を必要 としてい ま

した。 しかし邪悪 な人がその道 を阻みました。そ こで神

はニーファイに，ラバ ンの血 を流しても神聖な記録を手

に入れるよう命 じられたのです。このように，聖文は常

に，ある代価を払 って入手され，守 られてきました。

このことは 『モルモン書』についても当てはまります。

『モルモン書』を
，破棄 し，捨て去 り，無視するには，

この本のために何世紀に もわたってあまりにも多 くの血

と涙が流され，多大な犠牲が払われてきました。神御 自
あかし

身 が 『モ ル モ ン書』 につ いて厳 粛 な証 を述 べ て い ら っ

しゃい ます。 「〔ジ ョセ ブ ・ス ミス〕 はその書 を，す なわ

ちわ た しが彼 に命 じた部 分 を翻 訳 した。 あなたがた の主，

あなたがた の神 が生 きて いる ように確 か に， その書 は真

実で あ る。」(教 義 と聖約17：6， 下 線付加)

現 代 の使 徒 は こ う述 べ て い ます。 「これ は 『モル モ ン

書』 に対 す る神 の証 です 。神が御 自身 の神性 に基 づいて，

『モル モ ン書 』が 真実 で あ る ことを保 証 され たので す
。

つ ま り， 『モル モ ン書 』が真 実 か， さ もな ければ神 が神

た る ことをや め るか のいずれか なのです 。人 や神 々 に知

られ てい る言葉 で， これほ ど厳格 で力強 い ものはあ り得

ませ ん。」(ブ ルー ス ・R・ マ ッコ ンキー 「神 権 の教理」

『聖徒 の道』1982年7月 号
，pp.60一61)「 永 遠 の行 く末

は この書物 に対 して どの ような態度 を とるか にかか って

い る， と言 えるで し ょうか。」 エ ズラ ・タ フ ト ・ベ ンソ

ン大管長 は， その ような質問 を設 定 して， こう答 えてい

ます。 「その とお りです。 それ によって祝福 を受 けるか，

華

婁

睾
『

導爵

慧壽

婁§

ミ
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罪の宣告 を受けるかが決 まるのです。」(『証言 と警告』

P.7)

現代では救いその ものが危 うくなっています。モロナ

イは，記録を閉じ，，封印するに際して，このことを非常

に明確に述べています。 「わたしは， これ らの ことを覚

えてお くように勧める。わたしが偽 りを言っていないこ

とが，あなたがたに分かる時がす ぐに来るからである。

あなたがたは，神の法廷でわたしに会 う

であろう。そして，主なる

神 はあなたが た に，
『わた しはあなたがた

に，死者の中から叫ぶ もの

のように，まことに地の中か ら 「戸'、

言われるであろう。」(モ ロナイ10：27)

教会員でない人々に対 し，『モルモン書』 はある決定

を下すよう訴 えかけます。 これは天与の書物なのか否か

という決定です。救いを求めているなら，だれもが この

問題 について真剣に取 り組 まなければなりません。手 を
一振 りしてこのことを簡単 に心か ら払 いのけてしまうわ

けにはいかないのです。一方，教会員に関 してはベ ンソ

ン大管長がこう宣言しています。「すべての末 日聖徒は，

この書物の研究 を生涯にわたって続けなければなりませ

ん。そうしないならば，その人は自身の魂 を危険にさら

し，生活のすべての面で霊的にも知的にも調和を得 させ

て くれるものを軽視 していることにな ります。」(『証言

と警告』pp.7-8)

聖徒 と 『モルモ ン書』， そ して未来

こんにち

今日，預言者の勧告に従って，大勢の末 日聖徒が 『モ

ルモン書』の探求を始め，多 くの人々がその名状 し難い，

心を清める力を体験 し始めています。彼 らはこれ までに
み たま

も義にかなった行い と御霊 にかかわる事柄 をいっそう追

い求め，人々への思いや りを深め，罪を忌み嫌 う心 を抱

くようになっています。た くさんの人々が主に身 をゆだ
みこころ

ね，主の御心を知 ってそれに添いたいと願 っています。

そのような人には，罪の宣告などあ り得ないで しょう。

「わたしは天から義を下そう。」主はそうエノクに約束

な さい ました。 「また，地 か ら真理 を出 して， わた しの

独 り子 と，死者 の 中か らの独 り子 の復 活 と， またすべ て
あかし

の人の復活について証 しよう。そして，わたしは義 と真

理が洪水のごとくに地 を満たすようにし，わたしが備 え

る場所，すなわち聖なる都に地の四方か らわたしの選民

を集めよう。それは，わたしの民がその腰に帯を締め，

わた しの来臨の時 を待ち望めるようにするためである。

わた しの幕屋はそこにあ り，そこはシオン，すなわち新

エ ルサ レム と呼 ばれ るで あ ろ

っ。」(モ ー セ7：

62)

そのような祝福に

諸 国民へ の旗 印 として高 く掲 げなが ら，前進 して い きま

す。 モロナイが ジ ョセ ブ ・ス ミスに説い た とお りです。

「岩 の上 に立 ってな い者 は， この教 会 を打 ち倒す ことを

求 める。 しか し反対 者が増 えれ ば，教会 は もっ と成長 す

るで あろ う。」(ル∫6ss6㎎θ7αη4且 ぬooα'θ 『メッセ ンジ ャ

ー ・ア ン ド ・、ア ドボケイ ト』2：199)

す べ ての聖文 は，前途 に危険 な時代が待 ち構 えて いる

こ とを証 してい ます。不 正が はび こ り，邪 悪が横 行す る

時代 です。 すべて は，人 の子 が王め王， 主の主 として統

治 す るた めに再 臨 され る前 に起 こ ります。再臨 の前， す

なわち誇 り高ぶ る者 や邪 悪 な者 がわ らの ように焼 か れる

前 まで，主 の名 に よって呼 ばれ る者 たち は聖 な る場所 で
きよ

しか平安 を得 られ ないか もしれ ませ ん。 しか し，心 の聖

め を受 けた者， つ ま り，心 を神 に従 わせ た者 た ち(ヒ ラ

マ ン3：35参 照)， 神 の栄 光 にひ たす ら目を向 け る者 た

ち(教 義 と聖 約88：67-68参 照)， 神 の よ うに， 罪 を忌

み嫌 う者 た ち は(ア ル マ13：12参 照)， サ タ ンの仕掛 け

る猛襲 に も耐 え られ るで し ょう。 『モル モ ン書 』 は きっ

と， この よ うな未 来 にあってわ た した ちが固 く立 つた め

の頼 みの綱 とな るこ とで し ょう。
じ ぎ

この時宜にかなった，永遠の価値 を持つ神聖な務めに

携わるわた したちに，神が力を授 けて くださいますよう
み わざ

に。そうすれば，すべてをなし終えた とき，御業 を擁護

し」推 し進めるために大きな犠牲を払った人々 とともに，

永続する魂の安 らぎを得 られることでしょう。□

聖徒 の道/1996年2月 号
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た しはナイジェリアのラゴスに

わ 住んでいます。13歳 の とき， グ
リム ショー夫妻 とい う夫婦宣教師が我

が家 を訪問す るようになりました。 こ

の夫妻はわた したちに福音 を教 えて く

れましたが，最初，わた しは興味があ

りませんで した。

次第に話を熱心に聞 くようにな り，

よく質問 もしました。満足のい く答え

を与 えられていましたが，それでも完

全に信 じるまでには至 らず，バプテス

マ は断ることにしていました。

最後の レッスンの日，今 まで習った

ことについて心か ら祈 るようにチャレ

ンジされ ました。 自分で祈 ってみると，

とて も感動しました。 それでバ プテス

マを家族 と一緒に受ける決心 をしまし

た。

バ プテスマの後， 『モルモ ン書』 を

勉強 し始 め， しば しば断食 と祈 りをす

るようになりましたが，新 しく知 った

福音の知識 をほかの人に伝える勇気は

まだあ りません。 しか し，勉強するに

つれて，正 しい生活 を送 りたいと強 く

思、うようになりました。

『モルモン書』 を読 み終 えると，わ
あかし

た しの証 は とて も強 くな り，教会 に

入 って2年 たったころ，福音 を分かち

合 いたいという気持ちが急にわいてき

ました。心に平安 を感 じられるように

な り，今 まで持てなかった勇気を持っ

て，友達 に教会の ことを伝えられるよ

うにな りました。 また断食証会で も証

で きるようにな りました。

家族の皆 は，わたしの霊的成長に目

を見張 り喜 んで くれました。今 まで感

じていた恐れ と恥ずかしさは，どこか

へ飛んで行 って しまいました。今 もわ

たしは，末 日聖徒 イエス ・キリス ト教
こんにち

会が，今 日，地上で唯一真実の教会で

あることを心か ら信 じてい ます。□
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わ が 足 の と も し び
カル メン ・ロ ドリゲス ・デ ・フーエ ンテス

・熱癬 》}一}∀ 野 輩'

『モルモン書』はわた しの人生の

あらゆる面に光を注いでくれます。

の晩，わたしはなかなか眠れませんでした。わた

そ しの心を悩 ます考えが後から後か らわいてきて，
とどめるすべがなかったのです。心の平安 を求め，わた

しは祈 りました。わた しの心配事 について主に尋ねたの

です。「悪に満ちた この世の中にあって，良 き妻，良き

母親にな りたいというわた しの願いを実現するにはどう

したらよいで しょうか。」特 にわた しが心配だったのは，

た とえわたしたちが注意 して選択 しようとしても，映画，

音楽，テレビ，そのほかのマスメディアで不道徳な場面

を目にし，また耳にす ることがあまりに多 く，わた しの

1歳 に な る娘 をその よ うな不道徳 に汚 されず に育 て るに

は どうした らよいか とい うこ とで した。

祈 ってい る と，突然 モル モ ンの勧告 の一 部 を思 い 出 し

ました。悔 い改 め ないニー フ ァイ人の 間に起 こった恐 ろ

しい戦 争 と邪悪 な行為 を見 た後 ，モル モ ンは息 子の モロ

ナ イ に次 の よ うに書 き送 りました。 「わ が子 よ， キ リス

トに忠実で あ りな さい。わ た しの書 いた こ と(こ こでわ

た しは，見 た り，読 んだ り， 聞いた りした ことにつ いて

考 え ました)を 悲 しんで，打 ちひ しが れて死 ぬ こ とのな

い ように。 キ リス トに支 え られて， …一キ リス トの栄光

と永遠 の命 とを願 う望 みが， とこ しえ にあなたの心 の中

に とどまる ように。」(モ ロナイ9曹25)

そ の 眠 れない晩 にわた しが必要 として いた ものは， ま

さ に この勧告 で した。 『モル モ ン書 』 が再 びわ た しを助
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けて くれた ので す。

『モ ルモ ン書』 はわた しに， 心 を落 ち込 ませ る否 定 的

な考 え を取 り除 く力 を常 に与 えて くれ ます。 それ以上 に，

神 の言葉 として， 「わが足 の とも しび， わが 道 の光 」 と

なってい ます(詩 編119：105)。

わ た しは教 会 に入 って1年 後 に初 めて 『モ ルモ ン書』
あかし

を読みました。この神聖な記録 について証 を得た晩のこ

とをよく覚 えています。ニーファイ第一書第11章 から第

15章 には， まだ見ぬ将来の出来事についてニーファイの

受 けた示現が記されています。わたしはこれ らの聖文を

読んで強い感銘を受け，ニーファイの書いた ことはすべ

て真実であるという証が得 られ ました。

セ ミナ リーで 『モルモン書』 を勉強 した ときは1か 月

で最後 まで読みました。そして数々の重要聖句 を暗唱 し，

必要な ときにいつでも思い起 こせるようになりました。

以来，『モルモン書』 を何度 も読みました。『モルモン

書』の教 えはわた しの人生の決定が正 しいかどうかを考

えるための ともしび となっています。

宣教師 として働いていたとき，わた しはある事実に気

づきました。わたしの国，グアテマラのインディアンは，

伝説や言い伝 えを通 して，救い主が自分たちの先祖に教

え導かれた ことをすでに知っていましたが，そのことが

『モルモン書』 にはっきり書かれているという事実です。

伝道中，わたしは 『モルモン書』か ら霊的な支えを得な

くてはなりませんでした。伝道 に出るというわたしの決

心 を認めて くれなかったわたしの家族か らは，そのよう

な支 えを得 られなかったからです。

後 にわたしは，大学の幾つかの授業で福音の教えに反

聖徒 の道/1996年2月 号
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こ

す るよ うな こ とを教 え られ ましたが， その ときにも 『モ

ルモ ン書』 はわた しに とって鉄 の棒 とな り，信仰 を強 め

て くれ ま した。 また，何人 かの クラスメー トに 『モル モ
あかし

ン書』について話 し，証 を伝 える機会 にも恵 まれました。

結婚する前，わた しは教師をしていました。ある日，

1時 間ほど授業がなかったので，教室の ドアを閉め，

『モルモン書』 を読み始 めました。わたしは概 して自分

自身を，物事のよい面 を見ようとする明るい人間である

と考 えているのですが，そのときはとても気分が滅入っ

ていました。人生の困難な問題 に直面することに疲れて

しまっていたのです。わたしはそれまで自殺 について考

えたことはありませんでした し，その ときも考えたわけ

ではあ りませんでした。 しかし，幕 を通って来世へ行 け

た ら楽かもしれない， もし主が今わたしをみもとへ呼ん

で くだ さった ら，物 事 はず っ とよ くなるか もしれ ない，

な どと思 っていたの は覚 えてい ます。

そ して， アルマ書第5章15節 の言葉 を読み ました。

「あなたがたは信仰の目をもって待ち望み
，……死すべ

み

き体にあってなした行いに応じて裁かれるために神の御

静 ・立っている有様 を見ているか。」読み続 けるうちに，
一っ一つの聖句

，特 に27節 がわたしの心を貫 きました。
「あなたがたは， もし今死ぬように召されたとして，心

の中で自分 は十分にへ りくだっていると言えるであろう
あがな

か。 また， 自分 の衣 は，将来御 自分 の民 を罪 か ら贋 うた

め に来 られ るキ リス トの血 に よって清 め られ， 白 くされ

てい る と言 えるであ ろうか。」

す ぐに， この地上 にお けるわた しの使 命 を もうすで に

果た した とい う自分 の子供 っぽい考 え を恥ず か し く思 い

ました。 その とき以来 ，人生 で豊か な祝福 を受 けて きま

した。わた しはまだ この世 で学 ぶべ きこ とが た くさん あ

ることを知 ってい ます。

わた した ち夫 婦 に とって， 『モル モ ン書 』 は結婚生 活

の重 要 な一部 となってい ます。普 段 の会話 の 中に も 『モ

ルモ ン書』 の言 葉が よ く出て き ます。 と りわ け難 しい問

題 について掘 り下 げて考 えた り， 重要 な決定 を下 した り

す るときによ りどころ として い ます。ニ ー ファイの よう

に， 「すべ て の聖文 を 自分 た ち に当 て はめ て」(1ニ ー

フ ァイ19・：23)考 え るよ うにしてい るの です。ヤ コブが

当時 の レーマ ン人 ，つ まり，わ た した ちの先祖 について

述べていることを，わた したちの理想 とし目標 としたい

と思っています。「レーマン人の夫 は妻 を愛 し，妻 は夫

を愛 し，夫 と妻は子供たちを愛 している。」(『モルモ ン

書』ヤコブ3：7)

結婚 した後，子供を産むために外科的な治療 を受ける

必要がありました。 しかし，10代 の ころに心臓の具合が

悪かったので，手術を恐れていました。た とえ医者が大

丈夫だと言っても，麻酔が怖 くて，体に悪影響 を及 ぼす

のではないか と心配で した。手術の前 の晩，夫が付 き

添って くれて，一緒に 『モルモン書』を読みました。麻

酔が効 き始めたことを感 じると，恐怖を抑 えられるよう

に主に祈 りました。す ると，モルモンの次の言葉が浮か

んできました。 「あなたがたは自分が神の手の内にあるの

を知 らないのか。あなたがたは神が一切の権威を持 って

お られ ること……を知 らないのか。」(モ ルモン5：23)

手術の後で目覚めるのは，心地 よいものではありませ

んで した。話す ことさえできなかったのです。夫の声が

聞こえたので，力づけて くれた夫に感謝の言葉 を伝えた

い と思 うのですが，できません。体力があまりにも消耗

してい ました。そのためか，息子アルマが天使 にいさめ

られ，地に倒れ，2日 間口を利 くことも動 くこともでき

なかった ことを考えました(モ ーサヤ27：10-23;ア ル

マ36：5-23参 照)。 アルマがその ときに新 しく生 まれ

変わ り，自身の大切な使命を果たすために悔い改めた こ

とを，わたしは思い出しました。そしてわた しは，母親

とな り，天父の子供たちに肉体 を与えるという大切 な使

命を， 自分 自身の経験 を通 して果たすために苦 しんでい

るのだ と悟 りました。

『モルモン書』 はわた しの人生 のあらゆる面 に光 を注

いで くれ ます。 『モルモ ン書』 はわた したちの時代の

人々のために取 っておかれた記録です。その記録を残 し

て くれた気高 く大いなる人々，すなわちニーファイ，ア

ルマ，ベニヤミン王， ヒラマン，モルモ ン，モロナイ，

そのほか，主の戒めに忠実であったすべての人々に対す

る感謝の気持ちから，わたしは何度 も涙を流 した ことが

あ ります。彼 らは，会ったこともないにもかかわ らず，

この末 日に生きる人々を強い信仰の目で見， その魂を救

うためにこの書物 を書き記 して くれたのです(モ ルモン

8：35参 照)。 □
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末 日聖徒の

父親のために

キム ・ク レンシ ョー ・ソ レンセ ン

『モルモン書』には
，

さ らに良い

末 日聖徒の父親 になるための，

すばらしい模範が記されています。

親
の義務や役割 に関 して，世の混乱 がます ます深

まっている時代にあって，末 日聖徒は，家族の在

り方 と愛について貴重な設計図に恵まれています。わた

しは 『モルモン書』が この時代のために書 き残された と

理解 してい ますから，今 まで何度 となく聖文 に導きを求

めてきま七 た。そして 『モルモ ン書』の中に，子育てに

関する疑問の答 えを見つけ，見習 うべきすばらしい模範

を発見 したのです。

『モルモ ン書』 には，父親が子供の善悪の選択 に強力

な影響 を与え得 ることが示されています。邪悪な 「先祖

の言い伝 え」(ア ルマ9：16。 モーサヤ1：5;ア ルマ

17：15も 参照)に 従ったために幾世代 も邪悪 な子孫が続

いた物語が数多 く記されています。 また，先祖の義 にか

なった言い伝えと教えにより，同じく義にかなった生 き

方をするように影響を受 けた子供 と子孫の例 も，多 く記

されています。
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義の模範

ベ ニヤ ミン王 は， 父親 として子供 たち に良 い模 範 を示

した人 で した。 聖文 に は，王 は 「聖 な る人」 で あって，

「義 を もって 自分 の民 を治 め」(モ ル モ ンの言葉1 .17)，

平 和 を確立 す るた めに 「自分 の休 力 の限 りを尽 くし，能

力 の限 りを尽 くして働」 いた(18節)と 書 かれて い ます。

ベ ニ ヤ ミン干 は， 「先祖 の[を 通 して語 られ 〔た〕

数 々 の預 言 に つ いて知 る こ とがで きるよ うに」(モ ー

サ ヤ12)，3人 の息 了に先祖 の言葉 を教 え ました 。
しん らゆ フ

そ して，真 鍮の版 に刻 まれた記録 について教 えたので

す(3節 参照)。

ベニヤ ミンエ は，言葉 と行いを通 して義の模範 を示 し

ました。自分が一生 を奉仕にささげたことを息子た ちと
はりかり

民 に思い起 こさせ，彼 らが 「あなたが たが同胞 のた めに

務 め るの は， と りもなお さず ， あなたがた の神 の ために

務 め るのて あ る」(モ ーサヤ217)と い う原則 を体 得

こんにち

今日の父親も，『モルモン書』の父親たちのように義の

言い伝えと教えを通 して子供たちに影響を及ぼすことか

できる。

す るこ とを 望み ま した。王 はまた， どうした ら 「澄 んだ
み まん

良心をもって神の御前 を」(27節)歩 むことができるか

身 をもって示 し，人々が慈愛，悔い改め，そして従順の

聖約を実践できるように霊感 を与えました。

啓示 を受ける

ベニヤミン子の息子モーサヤが，義にかなった統治者
あカし

となったの は，ベ ニヤ ミン干の模範 の力 を証 す る もので
なり

す。モ ーサヤ は父に倣 い， 啓示 を通 して了供 た ちの幸福

を願 い求 め ま した。モ ーサヤの息子 た ちは，悔 い改 め と
の

改心の後， レーマン人のもとに行って福音 を宣べ伝 えた
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羅懸
"
㌔じ

いと許可を願い出 ました。モーサヤは，息子たちの身の

安全 を危ぶんで，「主に尋ね」 ました。
「すると
，主はモーサヤに言われた。『彼 らを行かせな

さい。多 くの者が彼 らの言葉 を信 じるか らである。……

わたしはあなたの息子たちをレーマン人の手から救い出

そう。』」(モ ーサヤ28：6-7)

父親には，子供たちの物心両面にわたる幸福 を見届 け

る大 きな責任があ ります。『モルモン書』の父親たちと

同様 に，現代の父親 にも啓示 によって導きを受 ける資格

が与えられています。その条件 は，啓示を求めることと，

啓示を受 けるのにふさわ しく生活 していることです。

み たま

御霊によって教える

子供の養育 について御霊 を求めて祈 った預言者はほか

にも幾人かい ます。不従順な息子のレーマンとレムエル

をた しなめた父親の陰には大いなる力があった， とニー

ファイは語 っています。

「そこで父は， レムエルの谷で御霊 に満たされ，二人

の体が自分の前で打ち震えるまで力強 く彼 らに語った。

そして父が二人を言い伏せたので，二人は一言 も言い返

さず，父の命じるとお りにした。」(1ニ ーファイ2：14)

『教義 と聖約』は，「御霊 を受けなければ，あなたがた

は教 えてはならない」(42：14)と 教 えています。効果

的に教えるためには御霊の存在が不可欠なのです。 とり

わけ家庭では大切 なことです。

息子エノス との関係に，霊的な面での教師 としてのヤ

コブの重要な一面 を見ることができます。父子の語 らい

の中でヤコブが 日常的に福音を話題 にしていたに違いな

いことは，エノスの言葉から分か ります。エノスはこう

書いています。「見よ，わたしは森で獣を狩ろうとして

出か けた。かつてわた しは，父が永遠の命 と聖徒たちの

喜びについて語 るのを度々聞いていたのだが，その父の

言葉が，そのときになってわたしの心に深 くしみ込んで

きた。」(エ ノス1：3， 下線付加)

息子 を教えようとするヤコブのたゆまぬ努力は報われ
ゆる

ました。ヤコブの言葉がエノスを動か し，罪の赦 しを求

めて熱心に祈 らせたか らです。主 はエノスの罪を赦 され

ただけでな く，ニーファイ人の記録 を保存 し，ふ さわ し

いときにその記録を世 に出す と，エノスと聖約を結ばれ

たのです(12-13，16節 参照)。

決 して子供 を見限らない

『モルモ ン書』で最 も感動的で霊的な物語に，道 を踏

み外 した息子を助 ける父親の物語があります。偉大な霊

的指導者だったアルマは，その時代の教会の創始者であ

り，多 くの人々に愛されてい ました。父アルマの絶大な

影響力にもかかわらず，息子の一人のアルマは 「不信仰

な者たちの中に数 えられてお り」「非常に邪悪な男で，

偶像 を礼拝 する者 になって」 いました(モ ーサヤ27：

8)。 また，息子アルマは多 くの人々に罪 を犯 させた張

本人でもありました。

ある日，息子アルマが 「神に背いて歩 き回っていた と

きに」(11節)， 主の天使が現れて言いました。「見 よ，
しもべ

主は，御 自分の民の祈 りと，御 自分の僕であり， またあ

なたの父であるアルマの祈 りを聞かれた。あなたの父が，

あなたが真理の知識に導かれ るように，深い信仰 をもっ

てあなたのことを祈ってきたからである。したがって，

わた しは神の力 と権能が存在することをあなたに認めさ

せるために来た。」(14節)

アルマは決 して息子 を見限ろうとはしませんでした。

正 しいことをするように強制せず，息子のために信仰を

表 し続 けたのです。わたしたちは時々，子育ての難 しさ

に， とて も自分の手に負えないと感 じることがあるか も

しれ ませんが，いつでも天父に助 けを求めることがで き

ることを忘れてはなりません。道を踏み外した子供を見

限るのは，天父の奇跡 を行 う能力を疑 うことです。

父親代 わり

『モルモ ン書 』 の中で最 も感 動 的な話 の一 つ は，実 の

父親 の話 で は あ りませ ん。 ヒラマ ンは，2，000人 の ア ン

モ ン人 戦士 に とって偉 大 な父親代 わ りで した。 この若者
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た ちは， ヒラマ ンが指揮 を執 るこ とを条 件 に，戦 い に行

くことに同意 した ので す。 ヒラマ ンに対 す る彼 らの愛 と

尊敬 の深 さは， わた したちの想像 を超 えるもので した。

モ ロナイ にあてた書簡 の中 で ヒラマ ンは，最初 の戦 い

を前 に この若 い戦 士 たち と交 わ した言葉 を紹介 して い ま

す。 「わ た しが い つ も彼 ら を(皆 ， 非 常 に若 か っ た の

で)わ た しの息子 た ち と呼 んで きた よ うに，彼 らもわ た

しに， 『父 よ， ま ことに，神 はわ た した ち とともにいて，

わた した ちが敗 れ る ことの ない ように して くだ さい ます。

・… 』 と言 い ました
。」(ア ル マ56：46)

世 の 中 には，現 代 の ヒラマ ンが大勢 い ます。継 父，祖

父， お じ， スカ ウ ト指 導者，監督 ， ホーム テ ィーチ ャー，

ヒラマンやほかの模範的な 『モルモン書』の指導者たち

は，現代の父親に，悪に対抗 して若者を強めることの大

切さを身;をもって教えている。

そして近所の人や青少年の指導者たちが， ヒラマンのよ

うに父親の必要な子供たちに手を差 し伸べて祝福 してい

るのです。

永遠の遺産を残す

今 の時代 は，家や ボー ト， 銀行 口座 といった，物質 的
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な遺産 を子供たちに残そうと必死に働 く父親でいっぱい

です。 それとは対照的に，『モルモン書』 に登場す る模

範的な父親たちは，さびに腐食されない遺産 を残すこと

の大切 さを教えて くれ ます。

イエス ・キリス トの弟子 になるための様々な霊的助 け

と自制心，そして信仰を子供たちに残す こと， これ以上

の遺産があるでしょうか。 リーハイ とその息子ニーファ

イとヤコブ，ヤコブと息子エノス，そしてベニヤミン王

と3人 の息子，モーサヤと4人 の息子，アルマ とその息

子たち，ヒラマンと息子の リーハイ とニーファイ，モル

モ ンと息子モロナイ。 これは皆，キ リス トの弟子である

ことの喜び と自制する喜びを学んだ父 と息子です。

『モルモ ン書』の中の義人 を父親に持 った息子たちは
くんとう

皆， 「主 の薫 陶 と訓戒 によって」(エ ノス111)教 え ら

れ た こと と， それ によって イエ ス ・キ リス トに導 かれた

ことに感 謝 してい ます。.

偉大な息子こそ偉大な父親になる

『モル モ ン書 』の初 め の方 に
，ニ ー フ ァイが荒れ 野で

弓 を折 った 日の物語が あ ります。飢 え死 にす る可能 性 に

直面 した とき， リーハ イです ら， ほかの者た ち とと もに

「主 なる神 に対 して」(1ニ ーフ ァイ16：20)っ ぶ や いた

と記 され てい ます。

ニー フ ァイ は，っぶ や くかわ りに新 しい 弓を作 り，父

親 の もとに行 って こ う尋ね ました。 「食糧 を得 るの に ど

こへ行 った らよいで すか。」(23節)

名 誉 幹部 のマ リオ ン ・D・ ハ ンクス長 老 は， この出来

事 につ いて こう語 ってい ます。 「わた しは この出来事 を，

この聖文 の中で も大変 意義深 い教訓 の一 つ に数 えて い ま

す。 …… 信仰 が 揺 らいで い る 目上 の者 の もとに行 き，
けんそん

『神 に尋 ねて くれ ませ んか』 と頼 むだ けの力 と
，謙 遜 さ

と，男 らしさ を十分 備 えた息子 の話 だ か らで す。 ニ ー

フ ァイ は， これ こそ人 を強 め る方法 であ り，人 は信頼 さ

れ るこ とに よって 自信 をつ け るのだ とい う ことを，何 ら

かの方法 で知 って いたので す。 リーハ イ は神 に尋ね，神

は答 え られ ま した。 リーハ イは， こう して指導力 を回復

す る ことがで きたので す。」(.8yrσ5加66舵S(ゾ'勿

Y6αγ，1960『 ブ リガム ・ヤ ング大 学年度講話 ，1960年 』

P.7)

父 を敬 う息子 た ちの中で最 も偉 大 な例 は救 い主御 自身

です。 その模範 か ら， わた した ち は父親 の役割 が永 遠で

ある ことを学 ぶ こ とが で きます。イエ ス ・キ リス トは，

成人 した，賢 明で完全 な御 方 です。 それで も，主 はいっ

まで も天父 の御子 で あ り，天父 を常 に敬 い，愛 してお ら

れ るのです。

キ リス トのアメ リカ大陸訪 問か ら， わた したち は天父

お よび この世 の父親 の良い息子 に なるため の，二 つ の重
かぎ

要な鍵 を学ぶ ことができます。

第1に ，わたしたちは父に教 えを請 うことができる，
み まえ

どいうことです。救い主は，幼い子供たちを御前 に呼び，

彼 らのために天父に祈 って， このすばらしい模範 を示 し

てくださいました。主 は，父なる神 と話す ことのできる

息子であ られたのです(3ニ ーファイ17：15-16参 照)。

第2に ，わたしたちは父親の義にかなう助言 に喜んで

従順 に従い，その行いによって父親を敬わなければなり
み すがた

ませ ん。 救 い主 は，ニ ー フ ァイ人 に御 姿 を現 された と

き， こ う言 われ ま した 。 「わ た しは， 父 が わ た しに下
さかずき

さったあの苦い 杯 か ら飲 み，世の罪を自分に負 うこと

によって父に栄光をささげた。わた しは世 の罪 を負うこ
み

とに よって， 初 めか ら， すべ て の ことにつ い て父 の御
こころ

心 に従 ってきた。」(3ニ ーファイ11：11)

『モルモン書』の父 と子の ように，わた したちも困難

な時代 に生 きてい ます。今ほど立派な父親が必要 とされ

ている時代 も，そしてそのような父親が珍 しく思われる

時代 もほかにありません。『モルモン書』に記 された父

親のための貴重な設計図をもっ と注意深 く検証すれば，

この偉大な聖文が確かにわたしたちの時代 のために書か

れたものであ り，天父はわたしたちが直面 している困難

をよく御存 じで，子供 を正 しく養育できるように，末 日
あかし

の父親に指針 を与えて くださった と，新たに証 を得るこ

とができるはずです。□
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典研究のアイデア

耳 口 典 を学ぶ ことによって・知識 と信仰が増 し加 えら
三王三 れます。 また，わたしたちの心が開かれ思いが啓

み たま

発 されて，御霊のささや きが聞 こえるようにな ります。

しかし時 には，周 りの環境が聖典 を読むのに理想的でな

いことがあ ります。 ここでは，聖典を読むために時間を

取 り，1日 の中で最 も充実 した時間を過 ごすためのアイ

デアを，幾つか紹介 します。

聖典 を読み始める

■まず最初に，聖典の研究を始めるとい う決心をします。

その決心 を紙に書き， よく見える所にはってください。

■もし自分の聖典を持っていなければ，聖典を手 に入れ

る目標 を立てます。誕生 日やク リスマスの贈 り物 として

プレゼントして くれ るようにお願いすることもできるで

しょうし，働いて自分で買 うこともできるでしょう。そ

れ までの間，教会の図書館や友達か ら聖典を一 そろい借

りて来 ます。

■聖典を読んでいる間，手 もとに鉛筆を置いておきます。

自分の聖典の余 白かノー トを使 って，読んだ聖句に関す

る感想をきれいに書 き込みます。

■毎日同じ時間に聖典 を学べる静かな場所を探 して くだ

さい。環境 は理想的ではないか もしれませんが，環境 を

最大限に利用できるように努めます。

■最初は着実に読 めな くても，落胆 した り投 げ出 した り

しない ことです。忍耐が必要です。毎日学べばだんだん

と簡単になって きます。そしてす ぐに聖典 を読む習慣が

身 に付きます。

■今できるところか ら始めます。最初数分間しか聖典 を

読めな くても，そこか ら始めて もっ と長い時間読めるよ

うに努力 します。

■自分にいちばん合った時間帯に聖典 を学びます。朝早

く起 きて最初に聖典 を読むのが好 きな人 もいますし，寝

る前に読むのが好 きな人 もいます。大切なことは，毎日

学べる時間帯 を見つけることです。

■自分を他人 と比較 しないで ください。聖典を読む速さ

とその方法 は，人によって違います。

さらに理解を深めるために

圏助けを求めて祈 ります。

■年齢 に達 していた ら，セ ミナ リーに参加 します。4年

間のコースを，すべて修了できるように計画を立て ます。

■各章の前書 きを読みます。書かれている記事の概要が

理解で きていると，読む内容 に集中できます。

■難 しい概念 を理解 した ら，それをだれかほかの人に教

えます。そうするとほかの人が学ぶ手助けができますし，

自分 もよく覚えられます。

■聖典の物語を家族 と一緒に読みます。

■家庭の夕べに参加 します。時々レッスンを教 える手助

けをします。

基本 をマス ター した ら

■聖典研究 に関する日記をつけます。章ごとに，あるい

は何章かごとに読んで得 られた 自分の考えやアイデアを

書き留めます。

■聖典の中にある模範 を探 し出 します。例 えば，救い主
み わざ

の生涯 に関連するすべての参照聖句や，御業についての

すべての参照箇所に印 を付 けるとよいでしょう。

■ある特定のテーマに絞って，その参照聖句を調べます。

『聖書』の中の聖句が 『モルモン書』の中の聖句 とどう

関連 しているか調べ ます。

■ある定 まった福音の原則 に関 して，聖句を幾つか拾い

出 します。同じ原則に関する幹部の大会説教を読んで，

類似点を見つけます。
あかし

■聖典 に関する証 を得たら， 『モルモン書』の見返 しの

ページにその証 を書 き，友達 に渡 します。□
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■お金をもらお うとした り，お願いをした りしない よ

うにして ください。相手 自身に心を向けて ください。緊

張状態に陥 らないために も，お互 いが神経過敏になる話

題は避 けましょう。

■注意を十分に払 って，相手の話 を聞いて ください。

この 「二人の時間」はほん とうに兄妹間の関係改善に

役立つのでしょうか。ユタ州の二っのステークで参加 し

た人たちはこのように述べています。

「弟のブレイディとわた しの関係が悪かったわけでは

ありません。問題 は関係がまった くなかった ことです。

学校の活動 と友達がわたしにとってすべてでした。弟 と

時間を過 ごす ことな どまった くあ りませんでした。 この

実験について聞いた とき，す ぐにブレイディの ことを思

いました。 この ことについて祈 り，弟 を誘 うべ きだ と

はっきり分か りました。初めの うちは面倒でしたが，次

第に簡単にな り，ついには弟 といるのが楽 しくなったの

です。 わた しが初めの一歩 を踏み出さな くてはならな

かっただけでした。今では，弟がわたしを誘い出 して ぐ

れ ます。」 ブリタニー ・ブラマー

「妹 に対 して新 しい発見 が あ った とは言 え ませ んが
，

妹 ともっ と親 し くな った こ とは確 か で す。」 エ リ

カ ・ステ ファン

「10代 のわた しは
，す さんだ青春 を過 ごしてい ま した。
いや

傷ついたわた しの心を癒 して くれる人を求めて，静かに

祈 りました。それか ら20分 もしない うちに，姉が出かけ

ようと誘 ってくれたのです。同じ家に親友がいることが

どんなにすばらしいか， とて も言葉では表現 できませ

ん。」 シドニー ・シャープ

「第4回 目の 『二人の時間』で
，わ た したちはキャン

デーを作りました。そしてテープの音楽に合わせて一緒

に歌いま した。キャンデーが出来上がるころには，わた

したちは以前にも増 して親しい関係になっていました。」

「ぼ くの弟 はほん とうに勘 に障るやつで
，みんな弟の

隣に座 るのさえ嫌が ります。だけれど 『二人の時間』に

だれ を選ぶべ きか， よく分かってい ました。 リビング

ルームにテン トを張ってキャンプし，翌朝は一緒に自転

車 に乗 りました。 目を見張るような変化はなかったもの

の，弟が以前ほど人 をか らかわな くな り， もっと自分の

気持ち を話 して くれるようになった ことに気づ きまし

た。」 ジョナサン ・マイアーズ

　藏

麟

藤
聾郁

・纒

繊
灘 麟 ，

療

艶

「兄 が も うす ぐ大学 の た めに家 を離 れ

・ るので
， しば ら く会 え な くなって しまい

ます。寝袋 を持 って来て，兄 のベ ッ ド

のわ きに寝 て もいいか と聞 きま した。

銭 それ か ら約1か 月間，毎 晩の よ う

飯「 に語 り合 い ました。十分 な睡眠時

蔽 間が取れなかったものの，親 しい
レ 関係 を得 られた ので

， そん なこ と
'は 小 さ な代 償 で しか あ り ませ

ん。」 マ ッ ト ・ロウ

舗
、 屡 総
灘 嚢 ・

野

「妹 とわ た しは
，電話 の奪 い合

いや服 の貸 し借 りな ど， つ まらな

い こ とで大 きな言 い争 いに発 展す

る ことが よ くあ りました。 そ して何

日 も口 を利 かな くな り， に らみ合 う

ので す。 第4回 目の 『二人 の時 間』で，

わた したち はキャ ンデー を作 りま した。

そ して テープ の音楽 に合 わせて一緒 に歌

い ました。 キ ャンデーが 出来 上が る ころ

に は，わ た した ちは以 前 に も増 して親 し

い 関係 にな っ て い ま した 。」 ア ン

ジー ・ウツ ドワー ドロ



が家 は家庭の夕べが大好 きです。 これまで，何年

我 もの問に思い出に残 る家庭の夕べをた くさん行 っ
てきましたが，その中でも好評だった ものの一つに 「奉

仕の手」 という活動があります。

ある月曜 日の夜，開会の歌 と祈 りが終わって，わたし

たちは 「自分 に与えられた2本 の手でできる，すばらし

いこと」 というテーマで話 し合いました。絵 を描 くこと，

動物をかわいがること，家事 を手伝 うこと，クッキーを

作ること，そのほかにも山ほど挙 げることができました。

家族の中で奉仕するときに，自分の手 をどう使 えるかと

いうことについて，わたしたちは話し合いました。その

後で，色画用紙に自分たちの手形 を幾つかなぞって，切

り取 り，模様を描いてみました。やがて，一人一人 に1

週間分の 「奉仕の手」の小 さな山がで きました。

次の週，わたしたちはいつで も家族 のだれかに奉仕 を

した ζきには，その奉仕 を行 った場所 の近 くに 「奉仕の

手」を1枚 残 してお くことにしました。その週 は，わた

したち家族にとってほんとうにすばらしい週 となりまし

た。「奉仕の手」が，枕の上 に置いてあ ります。だれか

が，ベ ッドメーキングをして くれたのです。台所にもあ

ります。だれかが，皿洗いをしてくれたのです。家族の

部屋にも残 してあります。だれかが，お もちゃを知 らな

いうちにおもちゃ箱の中に戻 して くれたのです。

我が家は，これ まで家庭の夕べを通 して強められ，一

致することができました。

永遠の家族 になるための準備 として，毎週1度 ですが，

家族で集 まる機会に感謝しています。□

奉仕の手
ポニー ・八 ンソン ・ケ リー

鹸 醤懇 懇麹お 　
隆 聴

鱗

難
爆

漉

鯉翻
ヒ修

、霧

、読 鋪

擬 、 砺 ・

㌍

澤

粧 憩 纏

屡疏

犀 犀 訂 師瓢
屡罵 覗 屡

距 粧 郁
匠

鐡

灘
犀 駈







な 子 供 た ち に つ い て ， も っ と学 べ て ，

とて も うれ し い で す 」 と， チ ェ ン は 語

り ます 。 と い う の も， ジ ェ ニ フ ァー と
タイペイ タオユン

チェンは二人 とも台湾，台北の桃園地

方部桃園第2支 部 の会員でベ ビーシッ

ターは初 めての経験だったか らです。

そこで感 じた喜びか ら，彼 らはこの活

動が支部 の慣例になればよい と感 じて

子供の心配をせずに親たちが神殿

に参入できるので，ジェニファー ・

ワン(下)は うれしく思っている。

轟

い ました。

台湾では1984年 に神殿が建：て られ ま

した。 しか し， この島国では仕事や家

族に対する責任のために，会員が神殿

に参入することは必ず しも容易ではあ

りません。それでジェニファー とチ ェ

ンが このアイデアを思いついたのです。

そしてベビーシッターの奉仕 をして く

れるほかの会員の助 けを得た結果， こ

の奉仕活動 に許可が下 りました。

「青少年のわた したちは
，午前中 に

死者 のためのバプテスマを受け，それ

か ら隣にある集会所 に行 き，神殿 に参

入する親 に代わ ってベ ビー シッター を

す る ことに したのです」 と説 明す る

ジェニ ファーは，ローレル クラス とセ

ミナ リークラスの会長を務めています。

10歳 くらい までの子供たちが託児室

に連れて来 られるので，ジェニ ファー

とチェンは子供たちを年齢別 に分ける

ことにしました。子供たちをただおも

ちゃで遊ばせて，4時 間の暇つぶ しを

させ るかわ りに， もう少 レ教育的 に

実 りあるものにしようと決めました。

子供たちに教会のビデオ を見せ，遊

びの時間 を設 けた うえに， ジェニ

ファー， チ ェン，それ に残 りのベ

ビー シッター たち は 『モルモ ン

書』の物語 を話 して聞かせ，神殿

の大切 さについても話 しました。

その後で，年齢の高い子供たち

に神殿 の絵 を描かせました。

こうした過程の中で，子供た

ちは神殿に対 して感謝の気持

ちを育 てました。

「子供 たち と一緒 に過 ごす

時間が学習体験 になることを
'
願 っていました。彼 らを4時 間，

ただ見守 って， したいままにさせ る

聖徒の道/1996年2月 号

.こともできました
。 しかし，ぼ くたち

は もう少 し何 か をや りたかったので

す」 と言うチェンは，教会員になって

3年 たちます。 さらに彼 はこう述 べて

い ます。「前か ら顔だ けは知 っている

子供 はた くさんい ました。で も，彼 ら

をベ ビーシッター して初 めて，交わる

機会 に恵まれ ました。」

「ぼ くは子供 た ちに感動 してい ま

す。」彼 は続 けます。「多 くの年長の子

供たちが年少の子供たちの良い模範 に

なって くれます。彼 らは年少の子供た

ちの面倒 を見，ぼ くたちを手伝 って く

れ ます。ある.二人の兄弟 のことが とて

も印象 に残 ってい ます。一人 は3歳 で，

もう一人 は2歳 で した。 この二人は独

特な個性 の持ち主で，それ は，子供た

ちすべてが天父の特別な子供 であるこ

とを知 る助 けにな りました」 と，言 っ

ています。

奉仕の機会はジェニ ファー自身，最

も記憶 に残 った経験です。多 くの場合，

ベ ビー シッターの奉仕がなければ，親

の一方が子供 と一緒 に家 に残 り，片方

の親だ けで参入す る， という状態にな

ることを知 りました。 「子供 の ことを

心配 しな くて よいので，多 くの親が と

てもほっとしているのが分か りました。

彼 らは何の心配 もせず，神殿 に参入で

きたのです。そ して， それは彼 らに

とって重要 なことだ と思 います。」彼

女 は， こう付 け加 えました。「きっ と，

わたしが結婚 して，夫 とともに神殿 に

行 きたい と思った ら，わたしのワー ド

の若い男性 と女性が子供 のベ ビー シッ

ターをして くれるでしょう。」

そ うなるで しょう。 ジェニ ファー も

チェンも， それが可能であることを証

明 したのです。□







1

4r年一口

昌半》瑳⑦コ掌1罵購¥･<寸･<d4`R!Σ

f21嬰⑦普易¥一れ4<q。認ツ亙21

撃鱈¥(o劃霧罪垣醒呈`2喰く¢(ン累濠舌

翌(∂呈耳⑦2⑦v鴫認¥/q･<64
0!Σ禦嘉(闘毒勲封日0ε目

6虫9661『〆一τご子一ん4』膨∂N

郷瑚o)｢⑦〔}!Σ.自く4ρz団9ア曾撃壽¥〉

}(圏課つ霧濠堕生4健9(盈翠(汐9穿2

`21(曽4吸(縛直`つ封暴濠遡逞曾禦詠

珊寅宰葺(∂等羅`2轡享⑦旦斑身(0釧

迎2智生曾禦…≡}皇⑦窮辱｣`勲星耳(汐

2。4つ晋蕨濠『暴耳(o》苗掃朔

獲』4つ身麗§伊琴曹翠羽副=十ぞミ穿皆

易¥2帽6`写踏鳥¥一れ4べ羽一劉
。4つ身團銘男≡着4ピ=〔4

･×44ム

･V･4r一ご⑦蟹曽彰寺嘗垂召牽辺畢聯

ユ曽琴等曽蔑認剃=十`勲9く字贈}留嵯

。4つ甥圓終46禦署ゆ團麹蛋阜婁霧¥

隈払∫･4r∠O!Σ墨9髪判普島¥一4

4･く⊇｢。4つ詠｢百章身く字令□坐遙¥｣

。?禦ユO評由6米鷺

}つ[劉袈濠翼認¥･くμ一れ･べ･1序ロ

銘普鳥¥･く々(》･･寸∠〃･4ン丁21

由9861`判(04!醸袈母×4v寸髪乙Ψ

鰹誉易¥⑦琴罐。管測(oく字皐21皐マ4

騨袈濠琴着易¥2ト起ζ4。4-4寸

4伍鰹笛く寸･く644G禦ユ尉剥聾購

¥翻宗`虫乙661勲裂畢(0}(圏雌⑦Y=
。4つ騎誹21臨副(o郵霧`罰遡号⑦爵

購¥･く寸･ぐn4R普易¥一44くR

｢Q!ソ吾峯0母ぎ僻

4博(碍葦94劃薯週歪季。4つ峯つ褒

一鰹百婁嘉マ29【へぞ9く¢翠薯勲つ亘

:耐｣o;¥G鍵922型国昇;理詠謁⑦裂考

`翠1誓易¥一･44/(⊇･a･
.く｣一∬4

響野狐禿論侮¥

一μ!14△･N-n/董言

。=4q9晋聖返日1⑦遊將⊇
.∩割1繹毫一♪･壬4･6一1N4r《購酷

霧¥!=刈!=n4=由己66[`‡i1Y=ユ!1⊆2。マつ騎渤=囎呈呈(り灘当`ユ⑦～}マ∩肖主

話コ旧ε旧1由966Lユ皐腓⑦聾聡¥く刈くn4`掌1薙呈ミ勇⑦2⑦ユ∠ζ｣V刈､レ乙Ψ

。マG与∩呈呈ユ､1C=膣皐当灘

彦曾マ(*=}射9⑦i肇¥鶉購¥マ∩祖助"等羅`料Y=。卑つ2瞭毫瑚一卑､〔み昏2茸

コ1⊆ト?:?≧撮¥一!1∠7!くコ･日･くH一仁`翠,聾購¥!=･→くn4･4rコ⑦国盗与

曾狙`隈孕是暴…当罫邊～2平(*コ1昏♪9⑦邊/(刈/てn4

`媚琴=P著蜀¥一/1ζ》!くコ`聾鰍¥/て刈!くn4

剛1艘母×4v魂レムΨ`智晶¥

､と一τ=壬一4壬



導者たちの主張 に敬意 と感謝を示 した

とい う。｢ク リン トン大統領は最近,

家 族の大切 さについて触れることが多

くなっています。わた したちはその点

について話 し合 い,大 統領 の意向に謝

意 を表 しました。｣ヒ ンクレー大管長

はそう付け加えた。

教会側か らの もう一つのプレゼン ト

は,ク リントン大統領 とフ ァース トレ

ディーであるヒラリー･ロ ーダム･ク

リン トン夫人双方の6代 の家族系譜書

である。 また,娘 のチェルシーにも同

じものが渡 された。 ヒンクレー大管長

によると,こ の家族系譜書に大統領は

｢心 か らの感 謝の気持 ちを示 された｣

とのことである。大管長 はこう語 る。

｢1枚1枚 ペ ージをめ くりなが ら
,大

統領の先祖 について話 しました。｣

またヒンクレー大管長 は大統領 にこ

う語 った。｢わ た したちは教会で家庭

の夕べ と呼ばれ るプログラムを提唱 し

ています。1週 間の うち1晩 を割いて,

父 親,母 親,そ して子供た ちが皆 集

まって話 をするのです。家庭の ことや

家族みんなの ことを話 し合い,勉 強 も

幾 らかします。｣そ して,大 管長が大

統領 に,｢ヒ ラ リー夫人 とチェルシー

さん と一緒 にこの系譜の本 を開いて家

庭の夕べをな さってはいかがですか｣

と勧めると,ク リン トン大統領 は,感

謝祭の ときにキャンプデビッドに家族

系譜書 を持参 し,自 分たちの先祖が残

して くれた ものについて家族で話 し合

いたいと述べた とい う。

ホワイ トハウス報道官,メ ア リー･

エ レン･グ リンによると,会 談 は福祉

や教育,そ れに子供 の養育 に親が もっ

と積極的にかかわ ることな ど,広 範囲

に及んだ という。

30分 の会談の中で政治的な問題 は一

切話 し合われなかった。今後続 けて会

談が行われるのかとの記者団の問いに

対 して ヒンクレー大管長 は,｢1996年

の選挙 キャンペーン期間中に訪問 して

くだ さると期待 しています。わた した

ちの 方で はいつ で も大歓 迎 です｣と

語った。(『チャーチニューズ』199与年

11月18日 付 け)

チ ャ ー チ ニ ュ ー ズ

末日聖徒の生活様式は

｢も し,す べてのアメリカ人がモ

ルモン教徒の健康的な生活様

式を取 り入れ,た ばこを吸わないなら,

癌 罹患率 は劇的に低下 するで しょう｣

と,癌 研究の先端 を担 う研究者 は語 っ

た。

全米癌協会 の医学研究所副所長であ

るハーモン･J･ア イ アー博士 は,全

米癌協会主催 の会議｢癌 に関する未来

プロジェク トー21世 紀に向けて｣に お

いて,｢モ ルモ ン教徒 と癌｣と い う論

文を発表 した。 このシンポジウム は9

月18日 か ら20日 まで,ジ ョージア州 ア

トランタで開催 された。

『チャーチニ ューズ』の取材 に対 し
,

ア イアー博士はこう語 った。

｢活 発 なモルモ ン教徒が癌で死亡す

る率は,ほ かのアメ リカ人全体 に比べ

てはるかに低 いものです。｣博 士 は,

活発 なモルモ ン教徒が癌にかかる,あ

るいは癌で死ぬ率 は全国平均の35パ ー

セン トであると説明している。

｢合衆国 内の癌罹 患率 はこの2
,30

年 上昇 し続 けています。今年 に入 って

か ら現時点までで,合 衆国内で新たに

癌 にかかった人 の数 は125万 人 に及ぶ

とされています。全米癌協会ではこの

うちの約3分 の2が,い わゆる個人の

生活習慣にかかわ る要因によって引 き

起 こされていると推定 しています。｣

研究者たちによれば,近 年の目覚 ま

しい医学の進歩にもかかわ らず,2000

年 までに,癌 は心臓病 を抜いてアメリ

カ人の死因の第1位 になるだろうとの

ことである。

アイアー博士は論文 の中で,ユ タ州

は人口の68パ ーセン トが末 日聖徒であ

り,統 計記録が取 られて以来,す べて

の種類 の癌死亡率 を合わせた場合,全

米50州 の 中で最低であ り続けている,

と述べている。

｢末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教会の

会員 はた ばこ,ア ル コール性飲料,

コー ヒー,茶 の摂取 を禁 じる健康 に関

する勧告に従ってお り,ま た教育 を重

んじ,堅 固な家庭の きず なを強調 して

いる。数多 くの調査によ って,会 員一

人当た りのたばことアル コール消費量

が少ないことは明 らかで ある。 ちなみ

に,ユ タ州に住むモルモン教徒以外の

ー人々のた ばこ
,ア ル コール消費量は,

全 国平均 とほぼ同 じである。

モルモン教徒の中で も,こ の健康 に

関す る勧告を どの程度遵守 しているか

は人 によって違いが あり,こ れ らの違

いは教会 にどの程度活発であるか と深

い関係が ある。 これ は男性の場合,ど

の神権 の職を受 けているかで最 もよく

計 られる。癌罹患率,癌 による死亡率

は,と もに教会の戒 めをどの程度守 っ

てい るか に よって驚 くべ き違 いが あ

る。｣

健 康に関する習慣 と癌 による死亡率

についてカリフォルニア州の活発なモ

ルモン教徒を対象に行われた研究 と,

ユ タ州のモルモ ン教徒の男女を対象に

した教会への活発度 に関する研究か ら

次のことが言える。

●たばこ,ア ル コールの関係す る癌

罹患率 と,教 会への活発度 とは強い反

比例関係 にある。

ユタ州 における癌罹患率 と死亡率 に

関 して,入 手可能な1966年 以 降のデー

タから以下の事柄が言 える。

●全米平均 と比較 して,ユ タ州の女

性の乳癌罹患率 および死亡率はきわめ

て低 い。その理 由として,初 産 の年齢

が低 いことや経 口避妊薬 の使用が少な

聖徒の道/1996年2月 号
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ロ ー カ ル ニ ュ ー ズ

十二使徒定員会会員

ラッセル･M･ネ ルソン長老を

迎 えての

特別ファイヤサイド

●1995年U月11日,来 日した十二使徒定員会会員ラ ッセル･M･ネ ル ソン長老,七

十人会長会ジョー･J･ク リステンセ ン長老,さ らにアジア北地域会長会の指導の

下に,ア ジア北地域訓練集会が東京神殿別館を会場にして開催 されました。

また,そ の日と前後 して,そ れ らの中央幹部を招いて教会員と宣教師に向けて,

それぞれの特別 ファイヤサイ ドが東京北ステークセ ンター(中 野,11月10日),神

戸 ワー ド(11月14日),東 京 ステークセンター(吉 祥寺,11月15日)で 開催されま

した。これ らの特別 ファイヤサイ ドの模様の一部を紹介 します。

95年11月15日 水 曜 日の夜,吉 祥

19寺 にあ､東 京ステー。センター

で二つの特別なファイヤサイ ドが開か

れました。十二使徒定員会会員ラッセ

ル･M･ネ ル ソン長老の指示の下で開

かれたこのファイヤサイ ドには,奥 さ

んのダンツェル･ネ ル ソン姉妹,七 十

人会長会のジョー･J･ク リステンセ

ン長老 とバーバラ･ク リステンセ ン夫

人,七 十人定員会会員であ りアジア北

地域会長会第二副会長で もあるサム･

K･島 袋長老夫妻が出席 しました。

ネルソン長老 は十二使徒定員会 に召

される前,ス テーク会長,地 区代表,

中央 日曜学校会長な どを歴任 しました。

医師であった長老 は,世 界で最初 の心

臓切開手術を行った外科医の一人 とし

て有名 です。 ネルソン姉妹 との間に9

人 の娘 と1人 の息子がいます。

クリステ ンセ ン長老 は七十人定員会

に召 され る前,教 会教育理事長,伝 道

部長,ユ タ州 プロボ宣教師訓練 セ ン

ター所長,リ ックス･カ レッジ学長な

どを務 めました。6人 の子供がいます。

会員 とその友人 に向けたファイヤサ

イ ドに先立ち,ネ ル ソン長老,ク リス

テンセン長老,島 袋長老,お よびそれ

ぞれの姉妹は,東 京南伝道部の専任宣

教師 とステーク宣教師 に話をしました。

そ して,出 席 した約150人 の 宣教 師一

入一人 と握手 し,あ いさつを交わ した

のです。

この集会でネルソン長老は宣教師た

ちに,福 音のメッセージは良いメ ッセ

ンジャーによって伝 えられるべ きであ

ることを思い起 こさせました。そ して,

宣 教師の犠牲 と献身の模範 として,東

京南伝 道部 で働 くポー ラン ドの ワル

シャワ出身のグリス長老 を紹介 しまし

た。グ リス長老は,教 会員になってか

らまだや っと1年 た った ばか りです。

また,ア ルマ書第17章 か ら18章 に は,

アルマが どの ように宣教師の｢決 意の

パターン｣を 活用 して教 えたかが書か

れていると,ネ ル ソン長老は指摘 しま

した。

この後,会 員 とその友人たちに向 け

たファイヤサイ ドが,東 京ステーク会

長会の主催で行われ ました。出席者 は

650人 を超え,そ の中には会員の友人や

宣教師に誘われて参加 した教会員でな

い人 が50人 以上 もい ました。集会 には,

最近地域幹部 に召 された柏倉仁長老 と

5つ のステー クからそれぞれステーク

会長会 も出席 しました。

ネルソン長老は日本の教会の指導者

に感謝 を述べ,日 本 に聖徒の共同体 を

築 き,伝 道の責任 を果たすために愛 と

調和 の精神で協力 して働 ぐよう,神 権

指導者 にチャレンジしました。また,

会員 と神権指導者 に,専 任宣教師 は会

員の伝道義務遂行 を助 けるために召さ

れていることを改めて強調 しました。

そして,会 員 としてわた したちは,宣

教師 を助 ける義務ではな く,会 員 を助

ける宣教師の義務について語 るべ きだ

伝道部長セミナー(11月12-14日)
蔭に集

った日本と韓国の伝道部長夫妻 と

中央幹部夫妻。前列左E人 目か らアジ

ア北地域第二副会長レックス･口･ピ

ネ ガ ー 長 老 夫 妻,七 十 人 会 長 会

ジョー･J･ク リステンセ ン長老夫妻,

十二使徒定員会会員ラッセル･M･ネ

ルソン長老夫妻,ア ジア北地域会長デ

ビッド･E･ソ レンセン長老夫妻,同

第一副会長サム･K･島 袋 長老夫妻。
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宣教師ファイヤサイトで話す十二使徒定員会会員のラッセル･M･ネ ルソン長老

(神戸ワード)

しました。 もし忠実であるな らば,キ

リス トとともに住 まう日が確かに訪れ

る,と 約束 しました。

召される者は多いが……

また教義 と聖約第121章 を引用 して,

召 される者 は多いが,選 ばれ る者 は少

な く(34-35節 参 照),忠 実 である者

はさらに少ない ことを改めて強調 し,

わた したちにこの忠実 な人々の輪 に加

わるようチャレンジしました。

さらにジ ョセブ･ス ミスの言葉 を引

用 して,次 のように述 べ ました。｢キ

リス ト以上にこの業を理解 している方

はいらっしゃいません。 この業 は南北

アメ リカを満た し,世 界中をも満たす
よ げん

で しょう。｣こ の預言の前半 は,大 方

成就 してい ることを指摘 しました。教

会はアメリカ大陸においてはよく確立

されています。預言の後半は現在,成

就 されつつあると語 りました。

宣教師への4つ の要請

質疑応答を終えてからは,ネ ル ソン

長老 は宣教師 としてのわたしたちに4

つ の要請 をしました。

1.必 ず毎週1回 手紙を書いてくだ

さい。ネル ソン長老の息子さんは,ロ

シアに召 された最初の宣教師の一人で

した。息子さんは毎週手紙 を出しまし

たが,郵 便事情が悪 く何か月 も届かず,

あ る日,郵 便受けに8通 の手紙が一度

に届いていたこともあったそうです。

手紙が届 く度 に,家 族皆が集 まって読

み上 げました。

教会員でなかった郵便配達員は,ロ

シアか らいつも何の手紙が届 くのか尋

ねて きました。そこで家 に招 き入れ,

一 緒に手紙 を読んだそうです。息子 さ

んの手紙 は愛,希 望,そ して成功 にっ

いて書かれてい ました。息子 さんが15

キ ロも体重が減った ことには触れてい

なか ったため,ネ ル ソン家族 はほかの

人か らそれを知 らされました。ネル ソ

ン長 老 は,家 に届 く手紙 は 『新約 聖

書』 における使徒パ ウロの手紙のよう

に,永 遠の価値がある,と 述べ ました。

2同 僚を敬って ください。 このよ

うな同僚が欲 しい と思った ら,自 らが

そのような同僚になって ください。証

人 の律法 を成就するために同僚が与 え

られているのです。

3.伝 道部長を敬って ください。わ

た した ちの伝道部 長 は全世界 にい る

308人 の伝道部長 の うちの一人です。

ネルソン長老はヘブル人への手紙第13

章17節 を引用 しました。｢あ なたがた

の指導者たちの言 うことを聞きいれて,

従 いなさい。彼 らは,神 に言いひ らき

をすべ き者 として,あ なたがたのた ま

しいのために,目 をさましている。彼

らが嘆かないで,喜 んでこの ことをす

るようにしなさい。 そうでないと,あ

なたがたの益にな らない。｣

4.自 分;を敬 って くだざい。 自分 を

敬い,正 直で従順であれば,主 はわた

したちを祝福 して くださ り,わ た した

ちは幸福 になることができます。

(レ ポーター:ト ム･フ ァンスワース,

神戸伝道部専任宣教師)
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再組織された

京都ステーク

会長会

｢今す ぐ
,下 宿 に帰

りなさい｣と い う声

が聞 こえました

京都ステーク会長

梶内啓正

73年2月 の初 め,大 学 の 後 期 試

19 験 も終わった ころの ことです。
わたしは下宿を出て,パ チンコ屋へ向

かおうとしていました。3週 間前 に宣

教師か ら福音を聞 き始 めていたのです

が,こ こしばらく約束 を破 って会 って

いませんでした。

『論語』や 『聖書』を

読み'3､けっていたころ

宣教師 と会 うきっかけとなったのは,

同 じ下宿生の友人が神戸か ら遊 びに来

た とき｢今,お れ,宣 教師か ら福音を

学んでいる。おれ,こ れほんまや思 う。

ほんまや思 う｣と 言 うのを聞いたこと

で した。わた しは,｢『 新約聖書』 には

末 日になる と偽預言者が出て くると書

いてある。一度,お れが行 って確かめ

てやる｣と 言いました。わた し自身,

『論語』や 『聖書』を読みふ けってい

たので,知 識 をひけらか したい という

思いが あったのでしょう。 また,何 年

も前に教会 の近 くに下宿 していたこと

が あり,一 度だけ宣教師か らお話 を聞

いた ことが あった のです。当時高慢

だったわたしは,14歳 の少年 に教会が

作れたのだった ら,自 分だって作 って

みせる と思 い,そ れ以上進 まなかった



。署担副一乙産≦¥。勢りユ∩壬♪閣睾

普割呈葦`昇薯[豊`暴覇`曽讐呈土呈長

豊`醤ミ弄爬4一壬×‡…に≧審罐ユ宰

鉢⊃。曽准⑦退呈[互牲⑦図卑嘱当

。曾k1μY8謹`Yl去督。劉旱霧

:?当獅賜鵠篁陞=:由召861。素去割畢

粛工雷王藁¥麗鯉軍。当迎コ圭;8∠6[

。/*票耳ラ卑罰弾肖衷営主;6ウ61

些躍⑦

普ミ勇4一壬×玉墨図蟄
2

2(へ百｣〉つ忌峯`勲(P4つ》量マ傷

4髪普。4ユ⑦4q}馨碑§¢R2q首

誰牙`R!Σ,段垢鉢マ9呈(o里身禦量

±阜詠準算老。4つ峯o諏2匹ア〉陛[

∈鯉呈(汐傷4昇;曽:`!L～Y母考｢21/(×44

翠1つ4q〔`(きく¢}6禦鰹Rフ⑦2
。4つユ(04G鯨コ

究29qR｢9罪つ峯∫柳}(へ幽`9

<4幸案q21畢⊥(o(享(19鯨/ソ忌M謝｣

`算〉}G揖濠考ロヨま毅IY国》(OY

=`罪1!ソ落霧:¥:1髪禦↓塁劉⑦446寸

4阜首學彰學。4ユ(∂4i米}6晋鰺ツ

曇霧¥`皐2(o妾39ア臼。4つ軍勲

く字α轡f`}(貿9皐禦判Y=o《〆吾準i華

}用阜算詳`ユ£思§字(22え。4つ毒

髪⑦(〆忌薯¥(oつ4墜¢逞(o妾。4つ

軍塁44濠亘(o薯4(表遜?謁智蝉22
`)
.つ妾ORgf(圏9皐嘩9阜`雲僻41

泓へ21担(o)荻`つ味。4つ季つ掬遡勲

Y=2MG。4つ累(へ}6草鵠晶劉⑦

革触(加欝{2惇4些目礁耳。4つユ〆ソ盈

誤6く字6暫翠哩き⊥(oつ4確`誰4つ翠

つ駅認§舛劉翻1。4ユ9凌4q}6回

つ講濠つ4(翠`21圭母担罫尋･¢i駐曼止

4てへ是埠舐字つ4(ネ`罪鵬罐耳(OY=

`マ?享号附母星呈⑦啄4些目罐耳霧謁04

つ弘啄4蜘罐耳R曾》ユ甲｢。ア管勲

}峯§字/yゴ～Y斗6`/ソ曇翠謝｣04つ季

つ評里艶団(ρ(〆皐薯:¥:21.〉幸`R!妾健

Y濠雷21G42`QY21習割暴⑦薪目

04つ季0{野21鋤⊥

`寧案(へ尋(ラ<¢仔⑦龍罪1つ4α。4つ

案マ2囲鰹卓9qぞ｢くへ雲鯨o暫21具と

｣_`。〉.匡･←｣4軍`R管4。4つ累つ

R9俸4[副219曾妾歪確留`判つ4α

身皐ま葦¥評率Q4つ累皐).GY2李目⑦

つ4喚字習率曾禦21車4d一ズ09`冬

24勲く字o跡。4つ案つR9身晋〉身

録･き`ユ(04つ季qユG膨濠(∂曾尋21

毎封導身蠣21環コρ99更`o(愁字究

2q首誰%マ9戴21皐9q92`9<字

醐認⑦払翠穿2｢。【へ§尋o{野21劉⊥

㌔〉.巨←｣04つ峯》2團鰹卓詠中(0つ･

⑦つ4α`冬24G尋21騨(∂目銘習〔:

/(。6ふ/熟二翼21舳珊[ヨ癌邪。4つ峯q

}Gく字回v習[:/(暑}/曾禦⊇堀墾[ヨ焔

非(0鯉4rq一〆00乙鰍(～<字魁♪L曾禦21

2凌勲つ4α。享翠o禦鰹担暫9【へ2

職並9⑫`21峯。〉享⑦皐[劉等(り甥箪

ユc戴コ厚卑難芒当止

。喜占(汐46尋2雅(o(汐雌(o目乙⑦妾立

脇罫4Gq9咳。4つ累(へ}!確ヨ罪lR

2(o甥礁耳o皐α凄老`Q禦阜ぞ24

q}つぞ9望準与斡覇翼臨謁(o粛¥

。4つ峯(へ峯つユG魏罰

車窮⑦べ×瓜4(o目回セ`}c･禦評考

由4算撃く4(a<〉判`誰!曜9昂§4》最⑦

尉耳1`つくぴつ04つ季つ宴工罰つ49

。4独へ呈Rqつ劉}叫劉母べ×添れ〉

･俊P`§44つ↓9ア4q銭享惇4暑≡

普。4つ峯つ認4くへ[劉Rdく¢(へ尋写1

詠暑罐(∂鋼量翠1ミ弄罐⑦2`曾禦}(へ暴

92判21｢是琵≡鰍蛙』`箪{古`累1つ4

94!犀雲》融2辿冒聯耳(OY=(きへR暑≡

誓一4ミR暑着4a。4つ季1曜Yつ由

R(へ4q早つ嬰二).くへG21琴罐`2ケY4

Gミラ用`量身2帳タ罐2悔9(汐瞭(∂髪

04ユ(∂

。⊆}=¥宗コ…日⑦妾`'しヒ♀星ミ〔1(阜章菖)

距晋盧幕劉‡IIコ普ミ弄隈=鴇4一壬∠
ヨユゑギほマ
`μ(翠首島)街晋割目一□当圓呈翠1=:1普

もをちくなぼ

等禮一篤4一壬×。マ算♀星μ(蕾[和

草言)臣密ヨ1量図善に}卑窒`鉢♀壬髄1
　　セゆぽタコくヰ

N4算晋田一搬偉宰尊皐ユつマ畜毫壬店歪

⑦著導4一壬∠(】こP目7主:ε66【`ユ等

¥4一壬'∠Σ犀箪=¥tヒ♀誤魍=:1⊥⑦蕾王蜀

昇着/てzレて/1〆いヨ･H爪詠壬⑦碧:ミ勇

琴醤等笛畔琳∠6∠`日9目U主胡



わ た し の 証

と｣に 違いないのです。 こうしてわた

しは誕生 日の1週 間前,ヒ ル長老の京

都滞在最後の週 となる2月17日 にバプ

テスマを受けました。

もし,宣 教師がわた しの下宿を捜す

のをあ きらめるのが もう少 し早かった

ら,今 のわたしはないで しょう。 あき

らめずに捜 して くれたことに,ほ ん と

うに感謝 しています。 また,も しわた

しがあの声に従 っていなかった ら,や

は り今のわた しはないで しょう。高慢

でかた くななわた しに,神 様は最善 の

導 きを与えて くださいました。

この経験か ら半年 ばか りして,教 会
あかし

は真実だ とい う証を得ていたのに,あ

る決心の下,教 会を離れた ときも,同

様に不思議な経験をして戻 ることがで

きました。

わた しの前任者,木 村研一郎兄弟 は,

器 の大きなすばらしいステーク会長で

した。わた しには,彼 のまねはできま
み たま

せん。しか し,御 霊の導 きに従えば,

主 の業を進められるのを知ってい まづ。

｢あ なたがたがその道によって入 り
,

聖 霊 を受 けるならば,聖 霊は,あ なた

がたがなすべ きことをすべてあなたが

たに示 されるであろう。｣(2ニ ー ファ

イ32:5)

この教会 は真実です。 この教会 には

まさしく御霊があ ります。御霊に導か

れ る教会 であることを証 します。(か

じうち･ひ ろまさ)

30歳を過ぎての留学体験記
｢主の助けがあれば何でもできる｣

翻
翻

岡山伝道部

松山地方部

今治支部

小百合･ス=1ット

メリカに渡ったのは,伝 道を終

ア えた翌年,1989年 の夏で した。
伝道中すば らしい会員 と求道者の模範

を目にし,宝 石のような人々に出会 え

たと同様 に,ア メリカで も良 き人々 に

お会 いして,た くさんの教 えを受ける

機会があったので感謝 しています。

伝道か ら帰 る1か 月前 に,30歳 の誕

生 日を迎 えたわたしは,帰 還後,将 来

についていろいろ考えました。結婚 の

予定 もまった くな く,自 立す るために

はさらに教育が必要だと感 じたわた し

を渡米 に踏み切 らせたのは,｢自 分 は

宣教師だ ったのだか ら,主 の助 けが あ

れば何で もできる｣と い う信仰で した。

学業から遠 ざかって久 しいわた しが,

まった く学んだことのない｢ダ ンス｣

という学問 を外国語で学ぶのは最初か

ら困難が予想 されましたので,背 水の

陣で臨む決意を し,日 本 ではTOEFL

(外国留学英語能力テス ト)に 備 え,

渡米してからは英語学校に通いながら,

大学院に入るためのGRE(大 学院入

学共通試験)の ため猛勉強しました。
み て

｢主の御手 によ って導かれて

来るのでな ければ……｣

留学先のプロボ市に移った当初 は,

百 数十年前 まで砂漠だった とは信 じら

れ ない くらい美 しい街 とBYU(ブ リ

ガム･ヤ ング大学)の キャンパ ス内の

施設のすばらしさに驚 きの連続で した。

ある日曜日,日 本 とは比べ ものになら

ないほど多 くの教会員の若者 とともに

集会 に出席 していたとき,わ たしは感

激のあまり,涙 を抑 えることがで きま

せんで した。｢主 の御手 によって導か

れて来 るのでなければ,だ れもこの地

に来 るこ とはで きない｣(2ニ ー ファ

イ1:6)と い うリーハイの言葉 を思

い出 し,主 はこれ らの光景 を見せ るた

めにわた しをはるばる'ここまで導いて

くださった と感 じたか らです。

大学 に入 るまで も入 ってか らも,予

想 にたがわず厳 しい日々が続 き,毎 週

泣 きた くなるようなことばか りで した。

自分の能力 をはるかに超 える割 り当て,

迫 る締め切 りから来 るス トレス,睡 眠

不足,外 国語 で自らを自由に表現 でき

ぬいらだち,文 化 と年齢差のあるルー

ムメー トとの関係,そ して頭痛がする

ほ どの孤独感。地面に伏 さんばか りに,

｢わ た しはもうこれ以上 で きません
｣

と主に叫ぶ 日が4年 近 く続 きました。

それ らの日々 を何 とかや って こられた

のは,い つ もわたしを励 まし助けて く

だ さったダンス学科のジェイコブソン

博士をはじめとす る教授陣(わ たしに

この世の知識 を与 えて くださっただけ

でな く,霊 をも養 って くださった)や,

わ たしと同じようにあえぐクラスメー

トたち,そ して日本か ら応援 して くれ

た家族 と友人 たちのおかげです。

最初の学期 に取った コニ シオロジー

(運動衛生学)は,わ た しが大学院で

学ぶ動機 を試すに十分手 ごわい教科で

した。数学,物 理,生 理学,解 剖学の

予備知識 を必要 とす るのに,数 学 と物

理 をはるか14年 も前に学んだ以外 に知

識のないわた しが,聞 き取れない英語

の授業についてい くのは至難の業で し

た。 もし一人一人の生徒のために時間

を取 って丁寧に説明 して くだ さるデ ィ

トソン先生の助 けがなければ,最 初 の

学期であきらめて 日本に帰 っていたの

ではないか と思い ます。

その学期末試験 の早朝,わ たしが教

室で見たのは机 といすを整え,紙 ナプ

キンと紙 コップを並べてジュース とド

ライ フルーツを一人一人の生徒に配 っ

てい くデ ィ トソン先生の姿でした。求

めれば惜 しみな く教えて くださり,最

後の試験 日にまで生徒 に仕 える先生を
ばんさん

最後の晩餐で弟子に仕えた主と重ね合

聖徒の道/1996年2月 号
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わ た し の 証

『モルモン書』の言葉と真理は

わたしにとって強烈でした

ユタ州でのホームステイを転機に

福岡伝道部

専任宣教師

小野真吾

会員の家庭で生まれ育ったわた

教 しにとって,伝 道 に出るために
必要な環境 はすべそ用意 されてい まし

た。両親の許可,助 言,友 人 の励 まし

などほん とうに恵 まれた環境 にいまし

た。 それにもかかわらず,わ た しは伝

道に出たい とは思っていませんでした。

中学生の ころまでは家族 と一緒 に教

会に集 っていましたが,高 校生にな り

クラブに入るとそ うもいかな くな りま

した。毎 日が クラブ中心の生活 とな り,

ほかのことを考 えられな くなったか ら

です。 クラブによって得た ことはた く

さんあ りました。ほん とうの友情,一

致の精神,助 け合いの心,目 標へ向か

う姿勢,達 成感 な ど,普 段学 べ ない

様々なことを学びました。

しか し,失 った もの もありました。
あかし

家族への愛,神 様への証,霊 的な糧 は

3年 間で瞬 く間に落:ちていきました。

わたしは霊的な糧 を得 られな くてもか

まわないと思っていました。 というの

は,ク ラブによって学び得た ことに満

足 し切 っていたか らです。そして,こ

の時点で伝道 に行 くつ もりはまった く

あ りませんで した。

クラブを引退 してす ぐに,ユ タ州 ソ

ル トレーク･シ テ ィーにホームステイ

す る機会があ りました。 その家族 との

1か 月 間の生活 が,わ た しの人 生 に

とっての決定的瞬間 とな りました。ヤ

ング家 というその家族が生活の中で示

して くれ る一つ一つの模範に,わ た し

は引かれ始めました。特 に引かれた部

分 は,彼 らがいっも幸せそうな顔 をし

ていたことです。 その笑顔 は,わ た し

がクラブをしているときに出て くるも

のと少 し違 っていました。何かそれ以

上の不思議な感 じを受 けました。その

幸せはどこか ら来 るのかず っと考えま

した。ある日,彼 らの幸せはイエス･

キ リス トの福音 に基づいた生活 にある

のだ と気づ き,生 まれて初めて,福 音

を自分から学 びたいと思 うようにな り

ました。

今までに感じたことのない

温かさを経験

その日から毎 日,聖 文を学び,祈 り,

真 実かどうか確 かめようとしました。

しか し,は っきりとした確信を得る こ

とはできませんで した。その後 も答 え

を求 め続けました。 そしてある日,モ

ロナイ書第10章3節 か ら5節 を読んだ

とき,そ こに書かれていることを実行

すべきだ と強 く感 じました。わたしは

ひざまず き,『 モルモ ン書』が真実の

書物か どうか主に尋ね求め ました。す

ると今 まで感 じたことのない温かさを

経験 し,涙 があふれ出ました。そして,

『モルモ ン書』が真実 の書物である と

はっきり分 かったのです。

また,福 音によってほん とうの幸せ,

喜 びを得 られ ることを知 りました。そ

肇徒 の道/1996年2月 号

IO

の とき,わ た しは伝道 に出て人々に こ

の幸せのメッセージを伝えたい と強 く

望み,ま ず,自 分の不従順 さを悔い改

めようとしました。

『モルモ ン書』 を読む度 に
,1節1

節 が心 に刺 さ りました。 『モル モ ン

書』を読み続 けることは とて もできな

いと思 いました。 それほど 『モルモ ン

書』の言葉 と真理 はわた しに とって強

烈で した。 しかし,ア ルマ書第36章 を
ゆる

読んだとき,わ た しは主がアルマを赦

されたように,わ た しも赦 して くださ

るに違いないと思い ました。わたしは

アルマの息子のように変わろうとしま

した。

それか らというもの,わ た しは毎日

伝道 に出るために準備 をしました。大

学 を休学す ることや人間関係の問題 も

あ りましたが,両 親の助 けによって一

っ一つを乗 り越 え,無 事福岡伝道部 に

召 され ました。

伝道を通してほんとうの

改宗を知る

今まで大分,熊 本の2か 所に行 き,

5か 月 を過 ごしました。 この5か 月間,

同僚 を5人 頂いて,そ れぞれの同僚か

ら違 うことを学び ました。主に対する
けんそん

従順 さ,愛,自 発的な伝道,謙 遜,大

胆 さを学び,自 分自身の成長 にとって

とても大 きな影響 を与 えられたと思い

ます。 そして何 よりもすばらしいのは,

人 の人生が変わるの を見 ることです。

大分 にいた とき,あ る一人の男性が

主の福音を受 け入れて改宗する過程を

見てきました。人の改宗の過程を見る

ことで,改 宗者で はないわた しも,ほ

ん とうの改宗が何であるか知 ることが

で きました。

熊本に来てからも,主 のため人のた

め働 きたいと努力 しています。わたし

は まだ まだ弱 く,十 分な働 きはで きま

せ んが,主 のために時間をささげ,す

べてをささげるときに大 きな喜びが も
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思いがわ き,そ れが 日増 しに強 くなっ

て落ち着かない日々が続 きました。

責任 と勉強のバランスが取れていな

いためでは と思い,苦 しいので監督 に

祝福をお願い しました。それまでに頂

いたことのある｢責 任で頑張れ ば勉強

もうまくい く｣と いう祝福 を期待 して

いたのですが,主 の答 えはまった く違

いました。それは｢あ なたの考え と主

の思いは違 うのです｣と い うもので し

た。

最初,何 のことか分か らず,ず っと

考えました。｢わ たしの考 えは,卒 業

して伝道に出ること。では主の考 えは

何P今 伝道に出 ることP｣そ う思っ

た途端,心 の中 に うれ しい気持 ちが
みこころ

いっぱいに広が り,そ れが御心である

と分か りました。あまりにも突然のこ

とで,わ た しは否定 したかったのです

が,何 度祈っても結局答 えは同 じでし

た。

今伝道 に出る。両親が何 と言 うか,

大 学院の休学 なんてほ とん ど無理 なの

に。退学か。まだ健康 の問題があるの

に,1年 半大丈夫なのか。そんな問題

が頭 に浮かび,何 週間 も悩みました。

前もって方法を備えずに

命じられることはありません

しかし,や は り主は前 もって方法を

備 えずに人 に何かを命 じた りはなさい

ません。 まず母 に話 そうと思いなが ら

なかなか勇気が出せずにいたある日,

教 義 と聖約第2章 のエ リヤが訪れて結
かぎ

び固めの力の鍵 を授 けるところを読ん

でいた ときです。心で｢系 図 と神殿 の業

をして きたのだか ら,必 ず助 けが あり

ます｣と いう声 を聞いた気がしました。

そうか,2年 間毎月神殿に行って き

たのだ し,助 けが あるはずだ,と 勇気

を出して母に話 しました。すると,あ

る程度予想 していた らしく,母 は｢生

きがいならしかたないね。 ちゃんと休

学で きるといいけどね｣と 言って くれ,

わ た し の 証

これがバ プテスマの許可 には猛反対 し

た母 の言葉か と,信 じられ ませんで し

た。確かに助 けがあ りました。

次 は大学院の休学です。それには指

導教官の許可が必要で したが,わ た し

の大学で院生が伝道のために休学 した

前例 はな く,許 可が得 られるか とて も

不安で した。 そんなとき,夢 の中で,

あ る教会の指導者 に｢こ んなことで ど

うす る。 もっ と苦労 して伝道 に出てい

る人がいるのに｣と しか られ,勇 気を

出して次の日話しに行 きました。

一人の兄弟の模範

そ こで先生がお っ しゃったの は,

｢8年 ほ ど前
,岡 山大学で教えていた

とき,同 じようにモルモンの学生で,

2年 間北海道で伝道 して帰って来てき

ちん と卒業 した人が いたのでよ･く分か

ります。 あなたの意志を尊重 します。

頑張 りなさい｣と いうことでした。わ

た しは驚 きと感謝で言葉が出ませんで

した。

神様 は8年 も前か らわた しが この時

期,こ の場所で,こ の先生の下で休学

して伝道 に出ることを御存 じで,一 人

の兄弟の模範 を通 して必要な備 えをし

て くださっていたのです。 その兄弟に

ほんとうに感謝 しています。わたした

ち末 日聖徒 は,い つ他人や,後 に続 く

者 に影響 を与 え,主 に使われるか分か

らないのです。一人一人重要な責任 を

担っているのだ と思いました。

この ように主 は方法 を備 えて くだ

さっていましたが,も しわた しが自分

の考 えで,今 は無理だ と判断 していた

ら,そ れ らの祝福はすべて水 の泡だっ

たのです。｢心 をつ くして主に信頼せ

よ,自 分 の知識 にた よってはな らな

い。｣(箴 言3:5)主 を信頼す ること

の大切 さを痛感 します。

祝福された健康

それから1994年9月,仙 台伝道部に

聖徒の道/1996年2月 号

12

召 され,任 命の とき｢健 康 も祝福 され

る｣と 約束 を受 けました。体が変わっ

たのが はっきり分か り,そ れ まで眠っ

ていた霊的なものへの感知力が呼び覚

まされたようでした。

念願だった専任宣教師の生活 は実に

すばらしいです。自分の弱 さを知 り,
あがな

心から悲 しんで主に頼 り,贈 いの力で

引き上 げられてい くのです。時間,お

金,体 力な ど,す べて主か ら与 えられ

た ものを使 って成長 させ ていただ くの

です。

伝道前 に周囲のみんながいちばん心

配 していた健康 も祝福 され,冬 は伝道

部 でいちばん寒い と言われ る岩手 県の

盛 岡市 で無事 に過 ごし,氷 と雪の上 を

自転車 で走 りながら何度 も神様め守 り

を感 じました。

またいつ も同僚や仲間の宣教師の愛

に助け られてきました。そ して何 より

うれ しいのは,伝 道地 とい う特別 な故

郷で人々が福音 によって変わ るのを見

て,永 遠の友達 とい う宝を頂 くことで

す。

福音は人を変えます

自分 を愛せず,生 きがいもなかった

ある大学生がいました。自分が神様か

ら愛 されていることや,た くさんの可

能 性が ある ことを知 って,次 第 に変

わっていき,バ プテスマを受 け,今 は

小学校 の先生 になる準備 をしてい ます。

福音は人を変 えます。 わた しはこのよ

うな特別な友達 と大好 きな神殿で これ

か らもずっ と会えるのをとても楽 しみ

にしてい ます。

毎日名札 を胸 に付け,日 本人 として

日本で伝道で きることを,ま た,こ ん

な未熟なわた しを導 き,忍 耐 をもって

使って くださる主の愛 に感謝 してい ま

す。(ふ じた･さ な え 名 古屋 西 ス
ご き そ

テーク御器所 ワー ド出身)
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わ た し の 証

り ま した 。

リングで感謝の祈り

対戦者はハー ドパ ンチャーで,周 り

の人 には大 した ことはない と言ってい

ましたが,内 心は ドキ ドキ していまし

た。正直言って勝て るとは思い ません

でした。1ラ ウンドでパ ンチを受 けて

ダウンしました。5ラ ウンドで もダウ

ンを喫しました。 しかし,何 とか盛 り

返 し,勝 つ ことがで きました。 リング

に手 を置いて神様 に感謝の祈 りをささ

げました。

何 をしていて も近 くに神様がいて く

ださると感 じました。そ して｢知 恵の

言葉｣に も感謝 しています。なぜな ら,

この戒 めのおかげで友達から飲 みに誘

われて も断ることができ,試 合 に良い

コンディシ ョンで臨むことができたか

らです。 もともとお酒 は飲む方ではな

かったのですが,長 いブランクの間に

誘われ るままに飲んでいたらカムバ ッ

クは難 しかった と思い ます。

今は家族で教会に

試合が終わってから妻が教会に行っ

てみたい と言い出 しました。最初 は興

味がなかったようでした。 しか し,神

様 はいると機会があるごとに話をして

い ました。そ して,い っかきっと関心

を持って くれ ると思っていました。神

様 は,わ た しの願いを聞いて くださり,

今 は家族で安息 日に教会 に集 うことが

できるようになり感謝 しています。

何か悩みがあると,一 人になって神

様 にお祈 りをします。わた しはどうし

たらよいのでしょうか。一言で も答 え

を下 さいと。 また 『旧約聖書』の詩篇

第4篇 が大好 きで,神 様の近 くにいら

れるようにとの思い を抱 きなが らいっ

もそ こを読 みます。わた しは今度の試

合 を通 して神様 を身近 に感 じ,教 会の

人たちの愛 を感 じることができて心 よ

り感謝 しています。

現在は,ジ ュニア･ミ ドル級 のラン

キングは5位 です。今後 も頑張 りたい

と思います。(ビ ニー･マ ーテ ィン

ワー ド神権会指揮者)

｢真理の柱｣と なれるように

長年の念願であった教会堂

沖縄那覇ステーク首里ワード 宮良 毅

｢首 里 の地へ教会堂 を｣と いうの
は,会 員 の長年の念願でした。

1971年,首 里の地 に伝道所 として教会

が置かれて以来24年 間持ち続けた夢で

もありました。

土地財産 を容易 に手離さない土地柄

ゆえに,用 地取得に難渋 しました。 そ

の間,所 長,支 部長,監 督 と5人 の方

方(そ のうち二人 は2度 その任にあっ

た)が 首里の隅々まで不動産情報,一

般1青報を求め,ひ ょっ としたらとい う

思いで土地探 しに駆 けず り回 りました。

難 罎嚢

齢

繰

第一副監督

金城正之

監 督

宮良毅

第二副監督

宮城真一

蕪.藝

完成 となった現在,す べてのわざに

は時が ある との,主 の言葉が身にしみ

ます。今思 えば,当 時 は気持ちだけが

焦って十分霊的準備が整っていなかっ

たので しょう。 こぢん まりとした建物

ですが,と て も機能的で美 しい白亜の

教 会堂で す。 これか らは会 員 も胸 を

張って,こ れがわたしたちの教会です

と家族や友人,知 人 を招待できるので

す。ただただ感謝の一語です。

｢主 をほめたたえよ
。主に感謝せ よ,

主 は恵みふか く,そのいつ くしみはとこし

えに絶えることがない。｣(詩 篇106:1)

これか らはこの教会堂 をフルに活用

して,会 員一人一人の霊的成長 と家族

の進歩 を図っていきます。｢神 の家 と

いうのは,生 ける神 の教会の ことで

あって,そ れは真理の柱,真 理の基礎

なのである。｣(1テ モ テ3:15)

わた したち自身が真理の柱 となれる

よう,真 にわたしたちの生活が教会の

土台 となれ るよう,い っそうの努力を

傾注 したい と肝 に銘 じています。(み

や ら･た けし 監督)

聖 徒の道/1996年2月 号

14



37

･1r〔ζ一□

4⑫4季。4つ峯く便似瑠暴Q4G狸

母･<影寸･<4(圏4てへ壁§¢鎧令鼻4健9

。〉身`醜⑦>9勲つ謁⑦妾04つ峯}

量R｢〆ソ吾零q}G。〉尋｣2ン頁ユ騨

α)傷4:去4G。〉尋判つこ¥(宰。4つ累量

}くへ團つ璽o鵜R｢<字⑦(へ身(へ}つ甲

測圭219R(!劉`畔(04つ蟄o。〉尋｣

2{つ49鰹耳ヲ¥(o凝男半`勲ユ賜寮

04つ案つ

母嬰}【へG2々ぞ:2⑦日⑦彦詠Yε⑦つ

4αR魯マぎ`21畢`雰忌蚤21(∂qつ

･字grつφ§¢去i料⑦つ4(養4苺`蝉4つ

累くへ}G漏詠(046<4母>4勲く¢母盟

つ･2哨峯型【へつ訓,払マ2⑦傷4鴇｢去⑦Y

9`(～<字ユG晋21彩勲つ4(ネ日(り凌

。4つ峯勲裂つ膏1･～蘇¥421誰

撃蟄o.〉身阜駈1}吾く¢團q呈21好目

〉導臼｢訟q身撃蟄Q令21簿製｣ユ⑦

4つ叩q留母｢遡浸｣認ツ爲ユーn手

ミ身(ρ皐2⑦虫ε轟中`4準Q4つ寧

q留2q尋勲q罪1}つ藻o鵜母ぞ2Ω

團`毒(汐4つ峯o(撚¢R24G源21(へ

号Q。〉尋罪12悼R(o妾`(へ籔21(圏Ω(へ

尋9宇4剛阜塁R(o…耳藁中`罪1つ4(客

。4つ案!確9
。〉尋覆弱感塗〉翼賑0ε21

Y聯⑦×44ユG(へ究｢q曇!彦9｣母

⑦曾q}つ駈覇2凹r薩コ匹丁⑦妾終9

2需。4つ準q}つ濠駈覇21(圏Ω季}

つQ4蓄最2{晶葛(o…揮¥`α4つ剛易

〉ア21…厚辛`d]葬舜判つ4go4Ω.R

2(o(22(汐[酵目9(久〉享9く4}つ爲Y

21尋畳(汐妾`鰹4つ弘尋田号⑦K8評

×`必馨×まくム曾くへ〉翼YOOO`1

虫7虞1累{遡!呈…!4つ寮Y⑦つ4(孝

。4季Q

禦終マ246尋21身考厚(汐(圏(1(査2ク雰

R(汐耳油71遡畳(豪つ4q}04軍O禦鰹

漏謡灘聾二魏豊首

菖量灘皐

副一乙歪雷中

4一壬｢∠月仁箪車

fl

yt

認
斧
簗

疑
霧

5

9潭～薯･臼舳♀.[孝ユc射毫塔麺

i藷⊆､1?(7?n､1

(普ミラ4r/1一口

剥,4【へ呈謡一乙甲皐準･9甲oγ

毒)04翠qユ6頭21¢f?尋2担留

吸》蕨濠ま(ρ曝(o>･多終軍ミ弄聯尋麗断

⑦2管(汐駈濠理ぞ雌呈}(∂曾4つ4(孝
つくぴ　

。事寧q溜マq4勲裂》i票21
。>4G寧

母戻(P…モ`つ214携濠qr2埠R2纂等

聯〈へつ擁`終4準o喫鰹R29籔21灘

鴇鳶塁墾鯨～≧(へ9(へ詠中(汐罫…耳(診ン日

。享寧q}〆/隈劉9<¢q母ぞ2管穿(き劃

母豊辮qつ9勲羊`Ω.中⑦葵鼓R創宙

⑦γ曇>4(o暴由孝。4つ季算(零身§字ミタ

ム×委。∠y⑦回ε21剛(0目く4122

。享ユマ2曾くへ2
.算9'峯劉阜4

レ寸⑦(圏4(汐Y⑦享q車`'り雫甚膣誰

一〃一レ/1丁21(敦4⑦昇結璽翌･きYG射

母量劃21弱`尉21琴罐てへつ窒(∂2`翠{

⑦4G量ネへつ9勲.巨睾6判墾♪219撃

。享軍o喫蝉寸･<享∠ム×嬰訴y4(ン<4

身罰21号罐(へ早`4季。,昏ユ(へ!曜皐

粂ユえ`算薄一購ユ[ヨ`勲中(ρ頁等罐

。4つ翠o身〉晦蝉鰯(}}R`皐マ4

螺Y》皐舌濠習ユ(圏膨21頁ミラ聯(へつ携

。4詠豊風【へつ9刮事(緊}マ

ユ(ンマ2迦日猛耳令曽考罐`寧1頁》羅(へ

つ母(ρ2`9くぴ4詠。4つ系q}(ン4

確皐最終遙畢q尋〉つ確撃マ罪121日

母'蕩9螺一ふ/一×(∂⊥`撃2劇麹⑦講

藁翻日`(沁娃劉麹(汐ミ弄鐸竈。4つ峯o
ツ　しへみ

雛鰍;蝋嘉欝妻(*

籍♪≡E獅;i募

N一乙蓄鼻

4一壬∠

劃隆割中≦

ジ熱

藁語⑦亜日コ,耶⑦蓄阜

坤驚
4幅

,1誤羨し護…ら～

モ　

耀,垂

癖

難1




	表紙
	目次
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　ジョセフ・スミスと「モルモン書」　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ・E・ﾌｧｳｽﾄ
	ﾆｰﾌｧｲの心を知りました
	実験
	「栄光に満ちた記録」
	もう恐れません
	わが足のともしび
	質疑応答
	末日聖徒の父親のために
	家庭訪問ﾒｯｾｰｼﾞ　イエス・キリストに従う信仰
	「神に叫び求めなさい」

	実りある聖典研究のアイデア
	二人の時間
	奉仕の手

	神殿での奉仕
	専任宣教師



